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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線通信システム内で受信機によって観測され
る高い干渉を扱うための技法を提供する。
【解決手段】受信機は、送信シンボルを横切る異なる干
渉パワー・レベルを観測する。受信機は、送信シンボル
を横切る干渉パワーの変動を説明するために異なる重み
を送信シンボルの異なる部分へ適用する。送信機は、受
信機が高い干渉を持つシンボル期間の一部分を無視する
ことができるように、送信シンボルを送る。送信機は、
信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シ
ンボルを生成する。送信機は、受信機が高い干渉を観測
しないようにシンボル期間の一部分に信号成分の少なく
とも１個のコピーを送信する。受信機は、送信シンボル
内に送られたデータを回復するために、信号成分の少な
くとも１個のコピーを処理する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信に関する方法であって、
　受信機で送信シンボルを受け取ることと、
　前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定することと、
　前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワー・レベルを決定することと、
　前記送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワー・レベルを決定することと、
　前記信号パワー・レベル及び前記第１干渉パワー・レベルに基づいて第１重みを決定す
ることと、
　前記信号パワー・レベル及び前記第２干渉パワー・レベルに基づいて第２重みを決定す
ることと、及び、
　前記第１及び第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリ
ングすることと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記受信機で干渉送信機のタイミングを決定すること、及び、
　前記干渉送信機の前記タイミングに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分を決定す
ることをさらに含んでいる、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記第１干渉パワー・レベルを前記決定することは、前記送信シンボルとオーバーラッ
プしていない時間期間にわたって前記第１干渉パワー・レベルを測定することを含む、請
求項１の方法。
【請求項４】
　前記第１干渉パワー・レベルを前記決定することは、
　前記送信シンボルの前記第１部分の受け取られたパワーを測定することと、
　前記送信シンボルの前記第２部分の受け取られたパワーを測定することと、及び、
　前記送信シンボルの前記第１部分の前記受け取られたパワー及び前記第２部分の前記受
け取られたパワーに基づいて前記第１干渉パワー・レベルを決定することと、を含んでい
る、請求項１の方法。
【請求項５】
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分を前記スケーリングすることは、
　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に相当するサンプルをスケー
リングすること、及び、
　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に相当するサンプルをスケー
リングすることを含んでいる、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分を前記スケーリングすることは、
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分に関するログ－尤度比（ＬＬＲ：log-likeli
hood ratio）を決定することと、
　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に関するＬＬＲを調整するこ
とと、及び、
　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に関するＬＬＲを調整するこ
とを含んでいる、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記送信シンボルは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、単一キャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、及び、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シンボ
ルのうちの１つを含んでいる、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記第１及び第２重みは、最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）解決法に基づいて決定される
、請求項１の方法。
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【請求項９】
　無線通信に関する装置であって、
　受信機で送信シンボルを受け取るための手段と、
　前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定するための手段と、
　前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワー・レベルを決定するための手段と
、
　前記送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワー・レベルを決定するための手段と
、
　前記信号パワー・レベル及び前記第１干渉パワー・レベルに基づいて第１重みを決定す
るための手段と、
　前記信号パワー・レベル及び前記第２干渉パワー・レベルに基づいて第２重みを決定す
るための手段と、
　前記第１及び第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリ
ングするための手段と、
　を備える装置。
【請求項１０】
　前記受信機で干渉送信機のタイミングを決定するための手段と、
　前記干渉送信機の前記タイミングに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分を決定す
るための手段と、を更に含んでいる、請求項９の装置。
【請求項１１】
　前記第１干渉パワー・レベルを決定するための前記手段は、前記送信シンボルとオーバ
ーラップしていない時間期間にわたって前記第１干渉パワー・レベルを測定するための手
段を含んでいる、請求項９の装置。
【請求項１２】
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリングするための前記手段は、
　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に相当するサンプルをスケー
リングするための手段と、及び、
　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に相当するサンプルをスケー
リングするための手段とを含んでいる、請求項９の装置。
【請求項１３】
　無線通信に関する装置であって、
　受信機で送信シンボルを受け取り、前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定し、
前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワー・レベルを決定し、前記送信シンボ
ルの第２部分に関する第２干渉パワー・レベルを決定し、前記信号パワー・レベル及び前
記第１干渉パワー・レベルに基づいて第１重みを決定し、前記信号パワー・レベル及び前
記第２干渉パワー・レベルに基づいて第２重みを決定し、かつ、前記第１及び第２重みに
基づいて前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリングするように構成された
少なくとも１個のプロセッサを備える装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記受信機で干渉送信機のタイミングを決定し、
かつ、前記干渉送信機の前記タイミングに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分を決
定するように構成されている、請求項１３の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記送信シンボルとオーバーラップしていない時
間期間にわたって前記第１干渉パワー・レベルを測定するように構成されている、請求項
１３の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記
第１部分に相当するサンプルをスケーリングし、かつ、前記第２重みに基づいて前記送信
シンボルの前記第２部分に相当するサンプルをスケーリングするように構成されている、



(4) JP 2015-43587 A 2015.3.5

10

20

30

40

50

請求項１３の装置。
【請求項１７】
　コンピュータ可読記憶媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって、前記コン
ピュータ可読記憶媒体は、
　少なくとも１個のプロセッサに受信機で送信シンボルを受け取らせるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定させ
るための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワ
ー・レベルを決定させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワ
ー・レベルを決定させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記信号パワー・レベル及び前記第１干渉パワー・
レベルに基づいて第１重みを決定させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記信号パワー・レベル及び前記第２干渉パワー・
レベルに基づいて第２重みを決定させるための命令と、及び、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記第１及び第２重みに基づいて前記送信シンボル
の前記第１及び第２部分をスケーリングさせるための命令と、
　を備えるコンピュータ・プログラム製品。
【請求項１８】
　無線通信に関する方法であって、
　シンボル期間の一部分中で干渉を観測する受信機を示す情報を受け取ることと、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルを生成することと、及び
、
　前記シンボル期間中の前記送信シンボルの前記信号成分の少なくとも１個のコピーを送
信することと、を備え、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは前記受信機によっ
て観測された前記干渉とオーバーラップしていない方法。
【請求項１９】
　前記送信シンボルを前記生成することは、
　均等に間隔をおかれたサブキャリアに対して変調シンボルをマップすることと、
　残りのサブキャリアに対してゼロ・シンボルをマップすることと、及び、
　前記マップされた変調シンボル及び前記マップされたゼロ・シンボルに基づいて前記送
信シンボルを生成することと、を含んでいる、請求項１８の方法。
【請求項２０】
　前記送信シンボルを前記生成することは、前記信号成分の２個のコピーを含んでいる前
記送信シンボルを生成するために、奇数のインデックスを持つサブキャリアまたは偶数の
インデックスを持つサブキャリアに対して変調シンボルをマップすることを含んでいる、
請求項１８の方法。
【請求項２１】
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記送信することは、前記送信シンボル
の前記信号成分の全てのコピーを送信することを含んでいる、請求項１８の方法。
【請求項２２】
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記送信することは、前記送信シンボル
の前記信号成分の単一のコピーを送信することを含んでいる、請求項１８の方法。
【請求項２３】
　前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる前記送信シンボルを示すシグナリ
ングを送ることをさらに含んでいる、請求項１８の方法。
【請求項２４】
　前記送信シンボルを前記生成することは、システム帯域幅の第１部分に１組の均等に間
隔をおかれたサブキャリアを占有する前記送信シンボルを生成することを含んでおり、こ
こで少なくとも１個のガード・バンドが、送信シンボルが連続サブキャリアを占有するよ
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うに前記システム帯域幅の少なくとも１つの他の部分から前記システム帯域幅の前記第１
部分を分離する、請求項１８の方法。
【請求項２５】
　前記送信シンボルは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、単一キャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、及び、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シンボ
ル、のうちの１つを含んでいる、請求項１８の方法。
【請求項２６】
　無線通信に関する装置であって、
　シンボル期間の一部分中で干渉を観測する受信機を示す情報を受け取るための手段と、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルを生成するための手段と
、
　前記シンボル期間中の前記送信シンボルの前記信号成分の少なくとも１個のコピーを送
信するための手段と、を備え、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは前記受信機
によって観測される前記干渉とオーバーラップしていない装置。
【請求項２７】
　前記送信シンボルを生成するための前記手段は、
　均等に間隔をおかれたサブキャリアに対して変調シンボルをマップするための手段と、
　残りのサブキャリアに対してゼロ・シンボルをマップするための手段と、
　前記マップされた変調シンボル及び前記マップされたゼロ・シンボルに基づいて前記送
信シンボルを生成するための手段と、を含んでいる、請求項２６の装置。
【請求項２８】
　前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる前記送信シンボルを示すシグナリ
ングを送るための手段をさらに含んでいる、請求項２６の装置。
【請求項２９】
　無線通信に関する装置であって、
　シンボル期間の一部分中で干渉を観測する受信機を示す情報を受け取り、信号成分の少
なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルを生成し、かつ、前記シンボル期間の前
記送信シンボルの前記信号成分の少なくとも１個のコピーを送信するように構成された少
なくとも１個のプロセッサを備え、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは前記受
信機によって観測される前記干渉とオーバーラップしていない装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、均等に間隔をおかれたサブキャリアに対して変調
シンボルをマップし、残りのサブキャリアに対してゼロ・シンボルをマップし、前記マッ
プされた変調シンボル及び前記マップされたゼロ・シンボルに基づいて前記送信シンボル
を生成するように構成されている、請求項２９の装置。
【請求項３１】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んで
いる前記送信シンボルを示すシグナリングを送るように構成されている、請求項２９の装
置。
【請求項３２】
　コンピュータ可読記憶媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって、前記コン
ピュータ可読記憶媒体は、
　少なくとも１個のプロセッサにシンボル期間の一部分で干渉を観測する受信機を示す情
報を受け取らせるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送
信シンボルを生成させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記シンボル期間中の前記送信シンボルの前記信号
成分の少なくとも１個のコピーを送信させるための命令と、を備え、前記信号成分の前記
少なくとも１個のコピーは前記受信機によって観測された前記干渉とオーバーラップして
いないコンピュータ・プログラム製品。
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【請求項３３】
　無線通信に関する方法であって、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルの信号成分の少なくとも
１個のコピーを受け取ることと、
　前記送信シンボル中に送られたデータを回復するために前記信号成分の前記少なくとも
１個のコピーを処理することと、を備え、
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは受信機が干渉を観測するようにシンボル
期間の一部分とオーバーラップしていない方法。
【請求項３４】
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記受け取ることは、前記送信シンボル
の前記信号成分の単一のコピーを受け取ることを含んでいる、請求項３３の方法。
【請求項３５】
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記受け取ることは、前記送信シンボル
の前記信号成分の複数のコピーを受け取ることを含んでいる、請求項３３の方法。
【請求項３６】
　前記信号成分の前記複数のコピーは前記信号成分の第１コピー及び第２コピーを含んで
おり、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記処理することは、
　前記信号成分の前記第１コピーの選択された部分と前記信号成分の前記第２コピーの相
当する部分とを組み合わせることと、
　前記送信シンボル内に送られた前記データを回復するために前記信号成分の前記第１及
び第２コピーの少なくとも前記組み合わされた部分を処理することと、を含んでいる、請
求項３５の方法。
【請求項３７】
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記処理することは、前記干渉とオーバ
ーラップする前記信号成分の前記第１コピーのイニシャル部分、前記信号成分の前記第１
コピーの巡回プレフィックス部分、及び、前記イニシャル部分と前記巡回プレフィックス
部分との両方のうちの１つを放棄することによって、前記信号成分の前記第１コピーの前
記選択された部分を入手することをさらに含んでいる、請求項３６の方法。
【請求項３８】
　前記受信機によって観測された前記干渉を識別することをさらに含んでいる、請求項３
３の方法。
【請求項３９】
　前記シンボル期間の前記部分で干渉を観測している前記受信機を示す情報を送ることを
さらに含んでいる、請求項３３の方法。
【請求項４０】
　前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる前記送信シンボルを示すシグナリ
ングを受け取ることをさらに含んでいる、請求項３３の方法。
【請求項４１】
　前記送信シンボルは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、単一キャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、及び、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シンボ
ルのうちの１つを含んでいる、請求項３３の方法。
【請求項４２】
　無線通信に関する装置であって、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルの信号成分の少なくとも
１個のコピーを受け取るための手段と、
　前記送信シンボル中に送られたデータを回復するために前記信号成分の前記少なくとも
１個のコピーを処理するための手段と、を備え、
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは受信機が干渉を観測するようにシンボル
期間の一部分とオーバーラップしていない装置。
【請求項４３】
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　前記信号成分の少なくとも１個のコピーを受け取るための前記手段は、前記信号成分の
第１コピー及び第２コピーを含んでいる複数のコピーを受け取るための手段を含んでおり
、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを処理するための前記手段は、
　前記信号成分の前記第１コピーの選択された部分と前記信号成分の前記第２コピーの相
当する部分とを組み合わせるための手段と、
　前記送信シンボル内に送られた前記データを回復するために前記信号成分の前記第１及
び第２コピーの少なくとも前記組み合わされた部分を処理するための手段と、を含んでい
る、請求項４２の装置。
【請求項４４】
　前記シンボル期間の前記部分内で干渉を観測している前記受信機を示す情報を送るため
の手段をさらに含んでいる、請求項４２の装置。
【請求項４５】
　前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる前記送信シンボルを示すシグナリ
ングを受け取るための手段をさらに含んでいる、請求項４２の装置。
【請求項４６】
　無線通信に関する装置であって、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルの信号成分の少なくとも
１個のコピーを受け取り、かつ、前記送信シンボル中に送られたデータを回復するために
前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを処理するように構成された少なくとも１個
のプロセッサを備え、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは受信機が干渉を観測
するようにシンボル期間の一部分とオーバーラップしていない装置。
【請求項４７】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記信号成分の第１コピー及び第２コピーを含ん
でいる複数のコピーを受け取り、前記信号成分の前記第１コピーの選択された部分と前記
信号成分の前記第２コピーの相当する部分とを組み合わせ、かつ、前記送信シンボル内に
送られた前記データを回復するために前記信号成分の前記第１及び第２コピーの少なくと
も前記組み合わされた部分を処理するように構成されている、請求項４６の装置。
【請求項４８】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記シンボル期間の前記部分で干渉を観測してい
る前記受信機を示す情報を送るように構成されている、請求項４６の装置。
【請求項４９】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んで
いる前記送信シンボルを示すシグナリングを受け取るように構成されている、請求項４６
の装置。
【請求項５０】
　コンピュータ可読記憶媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって、前記コン
ピュータ可読記憶媒体は、
　少なくとも１個のプロセッサに信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シ
ンボルの信号成分の少なくとも１個のコピーを受け取らせるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボル内に送られたデータを回復するた
めに前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを処理させるための命令と、を備え、
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは受信機が干渉を観測するようにシンボル
期間の一部分とオーバーラップしていないコンピュータ・プログラム製品。
【請求項５１】
　無線通信に関する方法であって、
　シンボル期間の一部分で干渉を観測している受信機を示す情報を受け取ることと、
　前記全シンボル期間に及ぶ送信シンボルを生成することと、
　前記受信機が干渉を観測するように前記シンボル期間の前記部分に相当する前記送信の
一部分を放棄することと、及び、
　前記受信機に対して前記シンボル期間の残りの部分の前記送信シンボルの残りの部分を
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送信すること、を備える方法。
【請求項５２】
　前記送信シンボルは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、単一キャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、及び、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シンボ
ルのうちの１つを含んでいる、請求項５１の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、「METHOD AND APPARATUS FOR COMMUNICATION WITH SHORTENED SIGNAL FORMA
TS」と題を付けられ、２０１０年５月３日に出願され、かつ、全体として参照によってこ
こに組み込まれた、米国仮特許出願第６１／３３０，８４７号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、一般には通信に、より詳細には、無線通信を補助するための技法に関連する
。
【背景技術】
【０００３】
　声、映像、パケット・データ、メッセージング、ブロードキャスト、などの多様な通信
内容を提供するように、無線通信システムは広く展開されている。これらの無線システム
は、有効なシステム・リソースを共有することで複数のユーザを補助することのできる多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（Ｃ
ＤＭＡ）システム、時間分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）システム、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）システム、及び、単一キャリアＦＤＭＡ（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）システムを含んでいる。
【０００４】
　無線通信システムは複数の基地局を含み得、これらは複数のユーザ設備（ＵＥ）に関し
て通信を補助することができる。ＵＥは、ダウンリンク及びアップリンクを経由して、基
地局と通信し得る。ダウンリンク（またはフォワード・リンク）は基地局からＵＥへの通
信リンクを指し、アップリンク（またはリバース・リンク）はＵＥから基地局への通信リ
ンクを指す。また、ＵＥは、１つ又は複数の他のＵＥとピア・ツー・ピアで通信すること
ができ得る。
【０００５】
　受信機（例えば、ＵＥ）は、１つ又は複数の干渉送信機から、高い／強い干渉を観測し
得る。該高い干渉は、逆にデータ送信の性能に影響を与え得る。良い性能が達成されるこ
とができるように、高い干渉を扱うのが望ましくなり得る。
【発明の概要】
【０００６】
　無線通信システム内の受信機により観測される高い干渉を扱うための技法がここに記載
されている。該受信機は、送信シンボルを横切る異なる干渉パワー・レベルを観測し得る
。該送信シンボルを横切る干渉パワーの大きな変動は性能を悪化させ得る。
【０００７】
　ある態様では、該受信機は、送信シンボルを横切る干渉パワーの変動を説明するために
、送信シンボルの異なる部分に異なる重みを加え得る。１つの設計では、該受信機は、該
送信シンボルの信号パワー・レベルを決定し、該送信シンボルの第１部分に関する第１干
渉パワー・レベルを決定し、かつ、該送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワー・
レベルを決定し得る。該受信機は、該信号パワー・レベル及び該第１干渉パワー・レベル
に基づいて第１重みを決定し、かつ、該信号パワー・レベル及び該第２干渉パワー・レベ
ルに基づいて第２重みを決定し得る。該受信機は、それぞれ、該第１重み及び第２重みに
基づいて該送信シンボルの該第１部分及び第２部分をスケーリングし得る。たいてい、該
受信機は、少ない干渉を観測する該送信シンボルのある部分に多い重みを与え、かつ、多
い干渉を観測する該送信シンボルの別の部分に少ない重みを与え得る。



(9) JP 2015-43587 A 2015.3.5

10

20

30

40

50

【０００８】
　別の態様では、送信機は、受信機が高い干渉を持つシンボル期間の部分を無視できるよ
うに、送信シンボルを送り得る。１つの設計では、該送信機は、該シンボル期間の部分で
高い干渉を観測する受信機を示す情報を受け取り得る。該送信機は、信号成分の少なくと
も２個のコピーを含む送信シンボルを生成し得る。該送信機は、該シンボル期間中の送信
シンボルの信号成分の少なくとも１個のコピーを送信し得る。該信号成分の少なくとも１
個のコピーは、受信機が高い干渉を観測するようなシンボル期間の部分でオーバーラップ
していないかもしれない。該受信機は、該送信シンボルに送られたデータを回復するため
に、該送信シンボルの信号成分の少なくとも１個のコピーを受け取りかつ処理し得る。
【０００９】
　本開示の多様な態様及び特徴が以下により詳しく記載されている。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、ある無線通信システムを示す。
【図２】図２は、典型的なフレーム構造を示す。
【図３】図３は、典型的なフレーム構造を示す。
【図４Ａ】図４Ａは、ＯＦＤＭシンボルを横切る干渉パワーの大きな変動を示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、干渉パワーの大きな変動の緩和を示す。
【図５】図５は、信号成分の２個のコピーを持つＯＦＤＭシンボルを示す。
【図６】図６は、ＳＩＮＲを向上させるための信号成分のコピーの組み合わせを示す。
【図７】図７は、トランスペアレントな解決法に基づいてデータを受け取るためのプロセ
スを示す。
【図８】図８は、非トランスペアレントな解決法に基づいてデータを送るためのプロセス
を示す。
【図９】図９は、非トランスペアレントな解決法に基づいてデータを受け取るためのプロ
セスを示す。
【図１０】図１０は、非トランスペアレントな解決法に基づいてデータを送るためのプロ
セスを示す。
【図１１】図１１は、送信機及び受信機のブロック図を示す。
【図１２】図１２は、基地局及びＵＥのブロック図を示す。
【詳細な説明】
【００１１】
　ここに記載されている技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡなどの多様な無線通信システム、及び、その他のシステムのために利用され得る。
【００１２】
用語「システム」及び「ネットワーク」は、しばしば交換可能に用いられる。ＣＤＭＡシ
ステムは、ユニバーサル・テレストリアル無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestr
ial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術をインプリメントし得る。ＵＴＲ
Ａは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））及びその他の種々のＣＤＭＡを含んで
いる。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、及び、ＩＳ－８５６標準をカ
バーしている。ＴＤＭＡシステムは、移動体通信のためのグローバル・システム（ＧＳＭ
（登録商標）：Global System for Mobile Communications）などの無線技術をインプリ
メントし得る。ＯＦＤＭＡシステムは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・モ
バイル・ブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、ＩＥＥＥ　８０２．１１
（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．２０、フ
ラッシュ－ＯＦＤＭ、などの無線技術をインプリメントし得る。ＵＴＲＡ及びＥ－ＵＴＲ
Ａは、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ：Univer
sal Mobile Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰロング・ターム・エボ
リューション（ＬＴＥ：Long Term Evolution）及びＬＴＥ－アドバンスド（ＬＴＥ－Ａ
）は、Ｅ－ＵＴＲＡを用いるＵＭＴＳのニュー・リリースであり、ダウンリンクではＯＦ
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ＤＭＡを用いて、アップリンクではＳＣ－ＦＤＭＡを用いる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、
ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、及び、ＧＳＭは、「第三世代パートナーシップ・プロジ
ェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と名付けられた組織からの
書類に記載されている。ｃｄｍａ２０００及びＵＭＢは、「第三世代パートナーシップ・
プロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と名付けられた組織からの書類に記載されている。その
他のシステム及び無線技術と同様に、ここに記載された技法は、上記のシステム及び無線
技術のために利用され得る。明確にするために、該技法のある態様がＬＴＥに関して以下
に記載される。
【００１３】
　図１は、無線通信システム１００を示しており、これはＬＴＥシステム又はその他のシ
ステムであり得る。システム１００は、複数の基地局、及び、その他のネットワーク・エ
ンティティを含み得る。基地局はＵＥと通信するエンティティであり得るし、また、ノー
ドＢ（Ｎｏｄｅ　Ｂ）、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセス・ポイント、などと呼ばれ
得る。各基地局１１０は、特定の地理上の区域に通信範囲を提供し得る。システム能力を
向上させるために、基地局の全対象区域は複数の（例えば３個の）より小さい区域に分割
され得る。１つ１つのより小さい区域は、それぞれの基地局サブシステムによってサーブ
され得る。３ＧＰＰでは、用語「セル」は、この対象区域をサーブする、基地局サブシス
テム及び／又は基地局の対象区域を言及することができる。３ＧＰＰ２では、用語「セク
ター」又は「セル・セクター」は、この対象区域をサーブする、基地局サブシステム及び
／又は基地局の対象区域を言及することができる。明確にするために、３ＧＰＰのセルの
考え方が以下の記載では用いられる。
【００１４】
　システム１００は、（ｉ）例えばマクロ基地局だけの同じタイプの基地局を含む同質の
ネットワーク、又は、（ｉｉ）例えばマクロ基地局、ピコ基地局、ホーム／フェムト基地
局、などの、異なるタイプの基地局を含む異質のネットワーク、であり得る。こうした異
なるタイプの基地局は、システム１００内の干渉に対して、異なるインパクト、異なる対
象区域、異なる関連形式（association type）、及び、異なる送信パワー・レベルを有し
得る。例えば、マクロ基地局は高い送信パワー・レベル（５ないし４０ワット）を有し得
、一方で、ピコ基地局及びホーム基地局は低い送信パワー・レベル（０．１ないし２ワッ
ト）を有し得る。また、システム１００は中継器を含み得る。中継器は、アップストリー
ム局（例えば、基地局又はＵＥ）からデータの送信を受け取り、かつ、ダウンストリーム
局（例えば、ＵＥ又は基地局）へ該データの送信を送ることができるエンティティであり
得る。
【００１５】
　ＵＥ　１２０は本システムを通して分散され得、各ＵＥは静止していても良いし、もし
くは移動していても良い。また、ＵＥは、移動局、端末、アクセス端末、加入者ユニット
、局、などと呼ばれ得る。ＵＥは、携帯電話、パーソナル・デジタル・アシスタント（Ｐ
ＤＡ）、無線モデム、無線通信デバイス、手持ち式のデバイス、ラップトップ・コンピュ
ータ、コードレス電話、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、スマートフォン、ネットブ
ック、スマートブック、タブレット、などであり得る。ＵＥは、該ダウンリンク及びアッ
プリンクを経由して、基地局と通信し得る。また、ＵＥは、１つ又は複数の他のＵＥとピ
ア・ツー・ピアで通信することができ得る。
【００１６】
　システム・コントローラ１３０は、一組の基地局へ結合し得、かつ、これらの基地局に
関して調整及び制御を提供し得る。システム・コントローラ１３０は、単一のネットワー
ク・エンティティか、もしくはネットワーク・エンティティの収集物であり得る。システ
ム・コントローラ１３０は、バックホールを経由して該基地局と通信し得る。また、該基
地局は、例えば無線あるいはワイヤライン・バックホールを経由して、直接的あるいは間
接的に互いに通信し得る。
【００１７】
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　システム１００は、周波数分割多重（ＦＤＤ：Frequency Division Duplexing）か、も
しくは時間分割多重（ＴＤＤ：Time Division Duplexing）を利用し得る。ＦＤＤに関し
ては、該ダウンリンク及びアップリンクは割り当てられた２個の分離した周波数チャネル
であり得、かつ、送信は該２個の周波数チャネルを経由して該ダウンリンク及びアップリ
ンクに対して同時に送られ得る。ＴＤＤに関しては、該ダウンリンク及びアップリンクは
該同一周波数チャネルを共有し得、かつ、送信は異なる時間間隔のこの周波数チャネルで
該ダウンリンク及びアップリンクに送られ得る。
【００１８】
　図２は、ＬＴＥでＦＤＤのために用いられるフレーム構造２００を示す。該ダウンリン
ク及びアップリンクの各々に関する該送信タイムラインは、ラジオ・フレームのユニット
に分割され得る。それぞれのラジオ・フレームは、予め定められた期間（例えば、１０ミ
リ秒（ｍｓ））を有し得、０ないし９のインデックスを持つ１０個のサブフレームに分割
され得る。それぞれのサブフレームは、２個のスロットを含み得る。このようにして、そ
れぞれのラジオ・フレームは、０ないし１９のインデックスを持つ２０個のスロットを含
み得る。それぞれのスロットは、例えば、（図２で示された通り）通常の巡回プレフィッ
クスに関しては７個のシンボル期間、拡張された巡回プレフィックスに関しては６個のシ
ンボル期間のように、Ｌ個のシンボル期間を含み得る。それぞれのサブフレーム中の該２
Ｌ個のシンボル期間は、０ないし２Ｌ－１のインデックスを割り当てられ得る。
【００１９】
　図３は、ＬＴＥでＴＤＤのために用いられるフレーム構造３００を示す。該送信タイム
ラインはラジオ・フレームのユニットに分割され得、各ラジオ・フレームは０ないし９の
インデックスを持つ１０個のサブフレームに分割され得る。ＬＴＥは、ＴＤＤのために複
数のダウンリンク－アップリンク構成をサポートする。全てのダウンリンク－アップリン
ク構成に関して、サブフレーム０及びサブフレーム５は該ダウンリンク（ＤＬ）のために
用いられ、サブフレーム２は該アップリンク（ＵＬ）のために用いられる。サブフレーム
３、４、７、８、及び９は、該ダウンリンク－アップリンク構成に応じて、該ダウンリン
クあるいは該アップリンクのためにそれぞれ用いられ得る。サブフレーム１は、データ送
信同様にダウンリンク制御チャネルのために用いられるダウンリンク・パイロット時間ス
ロット（ＤｗＰＴＳ）と、送信の無いガード期間（ＧＰ）と、ランダム・アクセス・チャ
ネル（ＲＡＣＨ）もしくはサウンディング基準信号（ＳＲＳ）のどちらかのために用いら
れるアップリンク・パイロット時間スロット（ＵｐＰＴＳ）と、からなる３個の特別なフ
ィールドを含んでいる。サブフレーム６は、該ダウンリンク－アップリンク構成に応じて
、該ＤｗＰＴＳのみ、３個の特別なフィールド全て、あるいはダウンリンク・サブフレー
ム、を含み得る。該ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、及びＵｐＰＴＳは、異なるサブフレーム構成に関
して異なる期間を有し得る。
【００２０】
　ＬＴＥは、ＦＤＤ及びＴＤＤの両方に関して、該ダウンリンクに対しては直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）を利用し、該アップリンクに対しては単一キャリア周波数分割多重（
ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭ及びＳＣ－ＦＤＭは周波数範囲を複数の（ＮＦＦＴ

）直交サブキャリアに分割し、また、これらは通例、トーン、ビン、などとも呼ばれる。
【００２１】
それぞれのサブキャリアは、データと共に変調され得る。たいてい、変調シンボルは、Ｏ
ＦＤＭと共に周波数領域に送られ、かつ、ＳＣ－ＦＤＭと共に時間領域に送られる。隣接
するサブキャリア間の間隔は固定され得、サブキャリアの総数（ＮＦＦＴ）はシステム帯
域幅に依存し得る。例えば、サブキャリア間隔は１５キロヘルツ（ＫＨｚ）になり得るし
、ＮＦＦＴは、１．４、３、５、１０、あるいは２０メガヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯
域幅に関しては、それぞれ、１２８、２５６、５１２、１０２４、あるいは２０４８に等
しくなり得る。
【００２２】
　ＦＤＤ及びＴＤＤの両方に関して、ＯＦＤＭシンボル（これはまた、ＯＦＤＭＡシンボ
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ルとも呼ばれ得る）は、該ダウンリンクに関するサブフレームの各シンボル期間に送信さ
れ得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、該アップリンクに関するサブフレームの各シンボル
期間に送信され得る。ＯＦＤＭＡシンボルは、（ｉ）送信のために用いられるサブキャリ
アに対して変調シンボルをマップしかつ残りのサブキャリアに対してゼロの信号値を持つ
ゼロ・シンボルをマップすること、（ｉｉ）時間領域のサンプルを入手するために該マッ
プされたシンボルに逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を実行すること、及び、（ｉｉｉ）
ＯＦＤＭＡシンボルを入手するために巡回プレフィックスを加えること、によって生成さ
れ得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、（ｉ）送信される変調シンボルに離散フーリエ変換
（ＤＦＴ）を実行すること、（ｉｉ）送信のために用いられるサブキャリアに対して該Ｄ
ＦＴ出力をマップしかつ残りのサブキャリアに対してゼロ・シンボルをマップすること、
（ｉｉｉ）時間領域のサンプルを入手するために該マップされたシンボルにＩＦＦＴを実
行すること、及び、（ｉｖ）ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを入手するために巡回プレフィック
スを加えること、によって生成され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、該ＯＦＤＭＡシン
ボルの生成の際には存在しない追加のＤＦＴステップを伴って生成され得る。
【００２３】
　たいてい、任意のシステム内の通信のために用いられる信号は、フレーム、サブフレー
ム、シンボル、チップ、などの、より小さいユニットに分割され得る。設計段階でしばし
ば行われる想定は、送信機及び受信機の両方がシンボル境界などのデータ・ユニット境界
に関して同期される、というものである。さらに、シンボルなどのいくらかより小さいユ
ニットに関しては、受信機が、望ましい信号及び干渉の特性がそれぞれのそのようなより
小さいユニットの時間期間内で実質不変のままである、と想定できる、という想定が行わ
れる。例えば、ＯＦＤＭ受信機は、ＯＦＤＭシンボルに関するシンボル期間中に信号振幅
及び干渉パワーが変化していない、と想定し得る。明確にするために、以下の記載の多く
が送信シンボルのユニット内にデータが送られ得ると想定する。送信シンボルは、ＯＦＤ
Ｍシンボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、ＣＤＭＡシンボル、などであり得る。
【００２４】
　いくつかのシステム配置では、上記の想定は適用されなくても良い。例えば、干渉は、
サービング・セルと同一の周波数チャネル（あるいは共通チャネル）で非同期に動作する
干渉セルによってもたらされ得る。干渉パワーは、干渉セルのシンボル境界で影響を受け
る変化のスケジューリングに応じて変動し得、これは、サービング・セルのシンボル境界
と共にタイム・アライン（time align）されないかもしれない。通常、干渉パワーの変動
は無視されることができる。しかしながら、干渉パワーの変動があまりにも大きい場合、
もしくは、サービング・セルからの望ましい信号が変化している場合、性能の極端な悪化
が起き得る。
【００２５】
　送信シンボル（例えば、ＯＦＤＭシンボル）を横切る干渉パワーの大きな変動が多様な
動作するシナリオで起き得る。例えば、第１のシナリオでは、そのような大きな変動が不
十分なガード期間を持つＴＤＤシステムで起き得る。大体は、送信の無いガード期間が、
送信動作から受信動作へ切り替えるために十分な時間を提供するためにＴＤＤシステムで
指定され、逆もまた同様である。いくつかの場合では、ガード期間はＵＥに関して十分で
はないかもしれず、高レベルの送信信号が、ＵＥまたは別のＵＥで受信信号の第１部分に
対してＵＥから漏れ得る。また、該ガード期間は、他の近くのＵＥの送信から受信への（
Ｔｘ－Ｒｘ）切り替えトランジェントから、該ＵＥで受信機を保護するものとする。これ
を動作させるために、ＵＥはよく同期されるべきである。しかしながら、この同期は、セ
ル境界区域、特に異なるサイズのセルの間に位置するＵＥに関しては、達成するのが難し
いかもしれない。
【００２６】
　第２のシナリオでは、送信シンボルを横切る干渉パワーの大きな変動がＵＥによる半二
重動作に起因して起き得る。いくつかのＵＥは、これらのＵＥが異なる周波数チャネルで
さえ同時に送受信できるようにさせる十分なＴｘ－Ｒｘ分離を持たないかもしれない。次
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いで、これらのＵＥは、半二重ＦＤＤモードで動作し得、かつ、（ｉ）アップリンク周波
数チャネルではいくらかの時間間隔で送信し、（ｉｉ）ダウンリンク周波数チャネルでは
その他の時間間隔で受信し得る。しかしながら、大体は、ＦＤＤシステムはガード期間を
利用しない。この場合では、基地局は、ＵＥに関する送信期間及び受信期間が少なくとも
１個の完全サブフレームのガード期間によって分離されるように、ＵＥがＬＴＥでスケジ
ュールされることができる時間の最小ユニットであるサブフレームを伴って、ＵＥをスケ
ジュールすることによってＵＥに関するガード期間を入手し得る。たいてい、ガード期間
はいくつかのサブフレームでこれらのデータ送信に関するＵＥをスケジュールしないこと
によってＵＥに関して入手され得る。しかしながら、基地局は、送信期間及び受信期間の
間のガード期間無しに、完全サブフレームの損失を避けようとし得、このようにして連続
サブフレームで送受信するように半二重ＵＥをスケジュールし得る。次いで、これは、半
二重ＵＥに関する送信期間に続いて、最初に受け取られたＯＦＤＭシンボルの第１部分で
高い自己干渉になり得る。
【００２７】
　第３のシナリオでは、送信シンボルを横切る干渉パワーの大きな変動が異なるタイプの
基地局を持つ異質のネットワーク内の動作に起因して起き得る。これら異なるタイプの基
地局は、異なる送信パワー・レベル及び異なるタイプの関連性を有し得る。ＵＥは、他の
基地局からの干渉信号よりも十分低いレベルで望ましい信号が受け取られ得るサービング
基地局と通信し得る。この場合では、時間領域のリソース分割化が用いられ得、干渉基地
局は、ＵＥによる弱い望ましい信号の受信が可能となるように周期的な基準で送信するこ
とを止め得る。これは、異なる基地局（あるいは異なるクラスの基地局）の同期を想定す
る。しかしながら、受信機／ＵＥで干渉を避けるために、受信機／ＵＥで（かつ送信機／
基地局ではなくて）同期が維持されるべきである。特に、異なる受信機がその送信機に対
する異なる伝播遅延と関連しているかもしれないような場合、同時に複数の異なる受信機
で同期を維持するのは困難となり得る。
【００２８】
　第４のシナリオでは、送信シンボルを横切る干渉パワーの大きな変動が無線の中継に起
因して起き得る。中継器はＦＤＤシステムで動作し得、かつ、バックホール・リンクを経
由してドナー基地局と通信し、アクセス・リンクを経由して１つ又は複数のＵＥと通信し
得る。ダウンリンク上のデータ送信に関しては、該中継器は、いくつかのサブフレーム内
のダウンリンク周波数チャネル上のドナー基地局からデータを受け取り得、かつ、いくつ
かの他のサブフレーム内のダウンリンク周波数チャネル上の１つ又は複数のＵＥに対して
データを送信し得る。該中継器は、ＴＤＤシステムと類似した方法で、ダウンリンク周波
数チャネル上で送信動作及び受信動作中に切り替える必要があり得る。しかしながら、該
ＦＤＤシステムは、中継器でＴｘ－Ｒｘスイッチ及びＲｘ－Ｔｘスイッチを適応させるた
めのガード期間は有していないかもしれない。該スイッチ時間は、バックホール・リンク
と比較してアクセス・リンクの全ての送信シンボルを遅延させ得、あるいは逆もまた同様
であり、あるいはスイッチが消去され得たもしくはロストし得た後に送信シンボルの一部
を遅延させ得る。
【００２９】
　また、送信シンボルを横切る干渉パワーの大きな変動がその他の動作するシナリオでも
起き得る。全てのシナリオで、干渉パワーの大きな変動が受信機の性能を低下させるかも
しれず、極端な低下を避けるために、緩和されるべきである。
【００３０】
　図４Ａは、ＯＦＤＭシンボルを横切る干渉パワーの大きな変動の例を示す。受信機（例
えば、ＵＥ）は、時間Ｔ１で開始する第１の受け取られた信号レベルで、望ましい信号４
１０を受け取り得る。また、該受信機は、該第１の受け取られた信号レベルよりも非常に
高くなり得る第２の受け取られた信号レベルで、干渉信号４１２を受け取り得る。干渉信
号４１２は、時間Ｔ１よりも前に開始し、時間Ｔ２で完了するように受け取られ得る。図
４Ａでは、干渉信号４１２及び望ましい信号４１０のオーバーラップを避けるために、何
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の第１部分は、干渉信号４１２から高い干渉を観測し得る。高い／強い干渉は、ある特定
の閾値を越える干渉パワーによって、あるいは、いくつかの他の基準に基づいて、定量化
され得る。
【００３１】
　図４Ｂは、ＯＦＤＭシンボルを横切る干渉パワーの大きな変動の緩和の例を示す。受信
機（例えば、ＵＥ）は、時間Ｔ１で開始する第１の受け取られた信号レベルで、望ましい
信号４２０を受け取り得る。また、該受信機は、該第１の受け取られた信号レベルよりも
非常に高くなり得る第２の受け取られた信号レベルで、干渉信号４２２を受け取り得る。
【００３２】
干渉信号４２２は、時間Ｔ１よりも前に開始し、時間Ｔ１で完了するように受け取られ得
る。時間Ｔ１から時間Ｔ２までの干渉信号４２２の最後の部分は、送信されない。それ故
に、望ましい信号４２０は、干渉信号４２２からの高い干渉を観測することを避け得る。
【００３３】
　干渉信号４２２の最後の部分を送信しないことは、受信機による望ましい信号４２０の
受信を助け得る。しかしながら、干渉信号４２２の最後の部分を送信しないことは、他の
受信機の望ましい信号になり得る干渉信号４２２を受け取りかつ復号するように試みる１
つ又は複数の他の受信機に関する類似の問題を生成し得る。それ故に、干渉信号の最後の
部分を送信することを止めるのは、現実的あるいは実現可能ではないかもしれない。
【００３４】
　ある態様では、送信シンボルを横切る干渉パワーの変動を説明するために、受信機は送
信シンボルの異なる部分に対して異なる重みを加え得る。特に、該受信機は、（ｉ）少な
い干渉を観測する送信シンボルのある部分に多い重みを、かつ、（ｉｉ）多い干渉を観測
する送信シンボルの別の部分に少ない重みを与え得る。観測された干渉に基づいた送信シ
ンボルの異なる部分の一様でない重みづけは、性能を向上させ得る。送信機による関与は
必要とされていない（つまり、送信機に対してトランスペアレントである）ので、この技
法はトランスペアレントな解決法と呼ばれ得る。たいてい、どのタイプの送信シンボルに
関しても該技法は用いられ得る。明確にするために、ＯＦＤＭシンボルへの該技法の適用
が以下に記載される。
【００３５】
　受信機は、例えば図４Ａで示されたとおり、望ましい信号のＯＦＤＭシンボルが第１部
分で高い干渉を観測しかつ第２部分で低い干渉を観測する、ということを決定し得る。該
受信機は、該ＯＦＤＭシンボルの第１部分がｔ１の時間期間をカバーし、ｓの信号パワー
・レベルを有し、かつ、ｎ１の干渉パワー・レベルを観測する、ことを決定し得る。また
該受信機は、該ＯＦＤＭシンボルの第２部分がｔ２の時間期間をカバーし、ｓの信号パワ
ー・レベルを有し、かつ、ｎ２の干渉パワー・レベルを観測する、ことを決定し得る。
【００３６】
　１つの設計では、該受信機は、以下のように、最小平均２乗誤差（ＭＭＳＥ：Minimum 
Mean Square Error）解決法に基づいてＯＦＤＭシンボルの第１部分及び第２部分に関し
て重みを決定し得る。
【数１】

【００３７】
、及び、
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【数２】

【００３８】
ここで、ｗ１はＯＦＤＭシンボルの第１部分に関する重みであり、かつｗ２はＯＦＤＭシ
ンボルの第２部分に関する重みである。
【００３９】
　また、該受信機は、他の解決法に基づいてＯＦＤＭシンボルの異なる部分に関して重み
を決定し得る。例えば、別の設計では、以下のように、該受信機は、最大比合成（ＭＲＣ
：Maximum Ratio Combining）解決法に基づいてＯＦＤＭシンボルの第１部分及び第２部
分に関して重みを決定し得る。
【数３】

【００４０】
、及び、
【数４】

【００４１】
　該受信機は、以下のように、ＯＦＤＭシンボルの受け取られたサンプルに対して重みを
加え得る。
【数５】

【００４２】
、及び、
【数６】

【００４３】
ここで、ｘ（ｉ）はサンプル期間ｉ中に受け取られたサンプルであり、かつｙ（ｉ）はサ
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ンプル期間ｉに関して重みを加えられたサンプルである。
【００４４】
　ＯＦＤＭシンボルの異なる部分に対して異なる重みを加えることは、多様な場合におい
て性能を向上させ得る。第１の場合においては、該ＯＦＤＭシンボルは第１部分で非常に
低い信号対ノイズ及び干渉比（ＳＩＮＲ：Signal-to-Noise-and-Interference Ratio）を
有し得、第２部分で非常に高いＳＩＮＲを有し得、その結果、ｎ１≫ｓ≫ｎ２となる。こ
の場合、該重みは
【数７】

【００４５】
及び

【数８】

【００４６】
のように計算され得、その結果として生じるＳＩＮＲは
【数９】

【００４７】
のように表され得る。第１の場合に関するＳＩＮＲは、大体は信号パワー・レベル及び干
渉パワー・レベルに依存し得ない。
【００４８】
　第２の場合においては、ＯＦＤＭシンボルは第１部分では１つの信号も含み得ず、第２
部分では非常に高いＳＩＮＲを有し得る。この場合、該重みはｗ１＝０及びｗ１＝１のよ
うに計算され得、その結果生じるＳＩＮＲは
【数１０】

【００４９】
のように表され得る。第２の場合は、第１の場合に類似している。
【００５０】
　第３の場合においては、ＯＦＤＭシンボルは、第１部分では１つの信号も含み得ず、第
２部分では低いＳＩＮＲを有し得る。この場合、該重みはｗ１＝０及びｗ１＝１のように
計算され得、その結果として生じるＳＩＮＲは
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【数１１】

【００５１】
のように表され得る。第３の場合に関しては、第２部分のＳＩＮＲは
【数１２】

【００５２】
の因数で低下され、これは、第２部分に相当するＯＦＤＭシンボルのパーセンテージであ
る。低下の量は、ＯＦＤＭシンボルのより小さい第２部分に関しては、次第に増大する。
【００５３】
　該重み及びその結果として生じるＳＩＮＲは、その他の場合に関して計算され得る。要
約すれば、高いサブシンボル干渉を経験するＯＦＤＭシステム内のＳＩＮＲは、

【数１３】

【００５４】
に限定され得、ここで、ｔ１は高い干渉を伴うＯＦＤＭシンボルの期間であり、ｔ２は低
い干渉を伴うＯＦＤＭシンボルの期間である。
【００５５】
　簡単にするために、図４Ａ及び上の記載は、異なる干渉パワー・レベルを観測する２個
の部分を有するＯＦＤＭシンボルを想定する。たいてい、ＯＦＤＭシンボルは、異なる干
渉パワー・レベルを持つ部分をいくつも有し得る。極限では、ＯＦＤＭシンボルのそれぞ
れの時間領域の受け取られたサンプルは、ＯＦＤＭシンボルの異なる部分として考慮され
得る。
【００５６】
　該受信機は、多様な方式で、異なる干渉パワー・レベルを観測するＯＦＤＭシンボルの
部分を識別し得る。１つの設計では、該受信機は、（ｉ）望ましい送信機からの望ましい
信号のタイミング及び受け取られたパワー、及び、（ｉｉ）干渉送信機からの干渉信号の
タイミング及び受け取られたパワーを決定し得る。次いで、該受信機は、ＯＦＤＭシンボ
ルの２個の部分の期間ｔ１及びｔ２、干渉パワー・レベルｎ１、及び、望ましい信号レベ
ルｓを決定するように情報の全てを組み合わせ得る。
【００５７】
　上記の設計に関しては、該受信機は、受信機で干渉送信機のタイミングを決定し得、か
つ、決定されたタイミングに基づいて干渉送信機のシンボル境界を確認し得る。また、該
受信機は、例えば、干渉送信機が送信されると期待される場合に時間期間の間、そして必
ずしも望ましい信号とオーバーラップする部分の間ではないが、干渉送信機の受け取られ
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Ａ中の時間Ｔ０及び時間Ｔ１の間に、干渉送信機の受け取られたパワーを測定し得る。次
いで、該受信機は、（ｉ）図４Ａ中の時間Ｔ２で干渉送信機のシンボル境界を指し示すだ
ろう干渉送信機のタイミング、及び、（ｉｉ）図４Ａ中の時間Ｔ１で望ましい送信機のシ
ンボル境界を指し示すだろう望ましい送信機のタイミング、に基づいて、望ましい信号を
オーバーラップする干渉信号の部分を決定し得る。また、該受信機は、例えば時間Ｔ０か
ら時間Ｔ１までの、その他の時間期間で測定された該受け取られたパワーに基づいて、時
間Ｔ１から時間Ｔ２までの期間中に干渉パワー・レベルを決定し得る。
【００５８】
　別の設計では、ｓ＋ｎ１＋ｎ２の推定値を入手するために、該受信機は、図４Ａ中の時
間Ｔ１から時間Ｔ２までのＯＦＤＭシンボルの第１部分の受け取られたパワーを測定し得
る。また、該受信機は、ｓ＋ｎ２の推定値を入手するために、該受信機は、時間Ｔ２から
時間Ｔ３までのＯＦＤＭシンボルの第２部分の受け取られたパワーを測定し得る。次いで
、該受信機は、ｓ＋ｎ１＋ｎ２の推定値及びｓ＋ｎ２の推定値に基づいて、ｎ１を推定し
得る。該受信機は、望ましい送信機から受け取られたパイロット又は基準信号に基づいて
、ｓを推定し得る。該受信機は、ｓの推定値及びｓ＋ｎ２の推定値に基づいて、ｎ２を推
定する。
【００５９】
　サブシンボル分解を持つ干渉を評価することの２つの設計が、上に記載されている。ま
た、干渉は他の方式のサブシンボル分解でも推定され得る。
【００６０】
　明確にするために、あるＯＦＤＭシンボルの異なる部分の一様でない重み付けが上で記
載されている。また、一様でない重み付けは、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、ＣＤＭＡシンボ
ルなどの他のタイプの送信シンボルに対して適用され得る。受信機の処理の後にＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルに関して入手された受け取られた変調シンボルのシーケンスが、時間領域
の送信された変調シンボルのシーケンスに相当し得るので、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに関
する一様でない重み付けがＯＦＤＭシンボルに関する一様でない重み付けよりも単純にな
り得る。それ故に、受け取られた変調シンボルは、受け取られた変調シンボルに基づいて
計算されたログ－尤度比（ＬＬＲ：Log-Likelihood Ratio）を単に調整することによって
、重みを加えられ得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの異なる部分の重みは、（例えば、上の
式（１）及び（２）に示されたように）ＭＭＳＥに基づいて、あるいは、何か他の解決法
に基づいて計算され得る。
【００６１】
　また、ＣＤＭＡシンボルに関する一様でない重み付けがＯＦＤＭシンボルに関して類似
した方法で実行され得る。変調シンボルは、Ｎ個の拡散サンプルのシーケンスを備えるＣ
ＤＭＡシンボルを入手するために、長さＮの直交符号を伴って拡散され得る。複数の変調
シンボルは同一のシンボル期間内に送信され得る複数のＣＤＭＡシンボルを入手するため
に、（例えば、同一の送信機もしくは異なる送信機によって）異なる直交符号を伴って拡
散され得る。受信機は、ＣＤＭＡシンボルの異なる部分に関する重みを決定し、該ＣＤＭ
Ａシンボルの異なる部分に関して受け取られたサンプルに対して該重みを加え、かつ、受
け取られた変調シンボルを入手するために該重みを加えられたサンプルを逆拡散し得る。
【００６２】
該受信機は、ＣＤＭＡシンボルを横切る一様でない重み付けの結果として（ＯＦＤＭシン
ボルに関するサブキャリア間干渉の代わりに）ＣＤＭＡシンボルに関するコード間干渉を
経験し得る。
【００６３】
　上記の通り、ＯＦＤＭシンボルの部分で高い干渉を経験するＯＦＤＭシンボルのＳＩＮ
Ｒは、
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【数１４】

【００６４】
に限定され得る。同等に、ＯＦＤＭシンボルに関して達成可能な容量は以下のように表さ
れ得る。
【数１５】

【００６５】
ここで、ＣlimはＳＩＮＲlimに相当するビット／秒／ヘルツ（Hertz）の容量である。
【００６６】
　理論上、ＯＦＤＭシンボルの第２部分に関して達成可能な容量Ｃtheoは以下のように表
され得る。

【数１６】

【００６７】
　ＯＦＤＭシンボルの第２部分のＳＩＮＲが高い場合、チャネル・リソースの非能率的な
利用が起き得る。例えば、高い干渉を観測するＯＦＤＭシンボルの第１部分は高いＳＩＮ
Ｒを有するＯＦＤＭシンボルの第２部分に等しくなり得る（もしくはｔ１＝ｔ２）し、第
２部分のＳＩＮＲは２０ｄＢ（もしくは

【数１７】

【００６８】
）であり得る。次いで、理論上達成可能な容量に比べて一様でない重み付けを持つＯＦＤ
Ｍシンボルの容量は、以下のように表され得る。
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【数１８】

【００６９】
　式（９）は、上記の典型的なシナリオに関しては、高い干渉を観測するＯＦＤＭシンボ
ルの第１部分を放棄（discard）し、ｗ１＝０及びｗ１＝１の重みを持つＯＦＤＭシンボ
ルの第２部分のみを処理することから、容量のおよそ７０％の損失が生じる、ことを指し
示している。この容量の損失はサブキャリア間干渉が原因であり得、これは、ＯＦＤＭシ
ンボルの第１部分が放棄されるときのサブキャリア間の直交性の損失から生じ得る。
【００７０】
　別の態様では、送信機が、受信機が高い干渉を持つシンボル期間の一部分を無視するこ
とができるように、送信シンボルを送り得る。この技法は、受信機によって観測された高
い干渉を緩和するための送信機による関与の理由で非トランスペアレントな解決法と呼ば
れ得る。この技法は、上記のサブキャリア間干渉に起因する容量の損失を避け得る。たい
てい、望ましい信号の送信機は、受信機によって観測された干渉状態を承知し得、かつ、
受信機によって観測された高い干渉のインパクトを減らすために望ましい信号を適応でき
るように修正し得る。該非トランスペアレントな解決法はどのタイプの送信シンボルに関
しても用いられ得る。明確にするために、ＯＦＤＭシンボルに対する非トランスペアレン
トな解決法の適用が以下に記述される。
【００７１】
　図５は、信号成分の２個のコピーを備える断片的なＯＦＤＭシンボルを生成する設計を
示す。この設計では、送信機は、偶数のインデックスを持つサブキャリアのみを用いて、
奇数のインデックスを持つサブキャリアをゼロにセットすることで、ＯＦＤＭシンボルを
生成し得る。該送信機は偶数番号のサブキャリアに対して変調シンボルをマップし、奇数
のサブキャリアに対してゼロ・シンボルをマップし、該マップされたシンボルに基づいて
ＯＦＤＭシンボルを生成し得る。この設計では、該ＯＦＤＭシンボルは、およそシンボル
期間の半分を占有する信号成分のそれぞれのコピーを持つ、信号成分の２個の同一なコピ
ー５１４及び５１６が後続する巡回プレフィックス（ＣＰ）５１２を含むだろう。このＯ
ＦＤＭシンボルは、断片的なＯＦＤＭシンボルと呼ばれ得る。
【００７２】
　受信機は、信号成分の１個の完全コピーのみに基づいて、あるいは受け取られたＯＦＤ
Ｍシンボルの半分のみに基づいて、ＯＦＤＭシンボル内に送られたデータを回復すること
ができ得る。たいてい、該受信機は、受け取られたＯＦＤＭシンボルの何れの部分からも
信号成分の１個の完全コピーを入手し得る。しかしながら、良い性能を入手するために、
該受信機は、高い干渉を観測するＯＦＤＭシンボルの一部分を用いることを避けるべきで
ある。
【００７３】
　該送信機は、断片的なＯＦＤＭシンボル内の偶数のサブキャリアに変調シンボルの半数
のみを送り得る。該送信機は、断片的なＯＦＤＭシンボル内に変調シンボルを送るために
、多様な方法で、レート・マッチング及びサブキャリア／トーン・マッピングを実行し得
る。１つの設計では、該送信機は、全てのＫ個の有効なサブキャリアに変調シンボルを送
る場合と似た方法で、Ｋ個の有効なサブキャリアに関するＫ個の変調シンボルを生成し得
る。次いで、該送信機は、Ｋ／２個の奇数のサブキャリアに相当するＫ／２個の変調シン
ボルを消去（つまり、パンクチュア（puncture））し得る。該受信機は、該Ｋ／２個の奇
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数のサブキャリアから消去された該Ｋ／２個の変調シンボルに関する消去箇所を挿入し得
る。該消去箇所はゼロのＬＬＲに相当し得、これは送られている「０」または「１」の等
しい尤度を指し示し得る。別の設計では、データは、断片的なOFDMシンボル内の該パンク
チュアされた奇数のサブキャリアの周囲にレート・マッチングされ得る。レート・マッチ
ングすることは、変調シンボルを送るために有効なリソース・エレメントの数に応じて変
調シンボルを生成し得、それによって、ターボ・コーデッド・コードワードの場合にシス
テマティック・ビットに基づいて生成された変調シンボルなどの、センシティブ変調シン
ボルをパンクチュアするための必要を避ける。この設計では、パンクチュアリングが必要
とならないように、該送信機は、（例えば、コーディングに用いられるコード・レートを
調整することによって）Ｋ／２個の偶数のサブキャリアに関してＫ／２個の変調シンボル
を生成し得る。レート・マッチングすることは、特にコード・レートが高い場合は、パン
クチュアリングよりも良い性能を提供し得る。
【００７４】
　図５は、断片的なＯＦＤＭシンボルが偶数のサブキャリアのみを用いて生成され、信号
成分の２個のコピーを含んでいるような設計を示している。たいてい、信号成分のＭ個の
コピーを備える断片的なＯＦＤＭシンボルは全てのＭ番目のサブキャリアに変調シンボル
をマップし、かつ、残りのサブキャリアをゼロにセットすることによって生成され得、こ
こでＭは任意の整数値であり得る。受信機は、受け取られたＯＦＤＭシンボル内の信号成
分の少なくとも１個の完全コピーに基づいて、断片的なＯＦＤＭシンボル内に送られたデ
ータを回復し得る。
【００７５】
　ＯＦＤＭシステム内では、巡回プレフィックスが、シンボル間干渉を緩和するのを助け
るためにそれぞれのＯＦＤＭシンボルに付加され得る。断片的なＯＦＤＭシンボルは、図
５に示されたとおり、巡回プレフィックスを伴って生成され得る。該断片的なＯＦＤＭシ
ンボルが偶数のサブキャリアのみを用いて生成されている場合、ＯＦＤＭシンボルの第１
半分及び第２半分は同じものになるだろう。それ故に、ＯＦＤＭシンボルの第１半分は、
ＯＦＤＭシンボルの第２半分に関する巡回プレフィックスとして作用し得る。
【００７６】
　図６は、ＳＩＮＲを向上させるための、断片的なＯＦＤＭシンボルの信号成分の異なる
コピーを組み合わせることの設計を示す。望ましい信号６１０は、信号成分の２個のコピ
ー６１４及び６１６が後続する巡回プレフィックス６１２を備える断片的なＯＦＤＭシン
ボルを含み得る。大きな干渉信号６２０は、時間Ｔ１から時間Ｔ２まで断片的なＯＦＤＭ
シンボルの第１部分とオーバーラップし得る。
【００７７】
　受信機は、干渉信号６２０とオーバーラップする時間Ｔ１から時間Ｔ２までは、受け取
られたＯＦＤＭシンボルの第１部分を放棄し得る。時間Ｔ２から時間Ｔ４まで信号成分の
第１コピー６１４の残りの部分は、信号成分の第２コピー６１６に関する効率的な巡回プ
レフィックスとして考慮され得る。該受信機は、シンボル間干渉をコンバットするために
効率的な巡回プレフィックスの十分な部分を放棄し得る。放棄するべき巡回プレフィック
スの量は、望ましい送信機及び干渉送信機の両方に関して拡散された遅延よりも大きくな
るべきである。送信機に関して拡散された遅延は、受信機で送信機から、最も早く到着す
る信号インスタンスと最も遅く到着する信号インスタンスとの時間差である。該受信機は
、時間Ｔ２から時間Ｔ３まで、効率的な巡回プレフィックスの一部分を放棄し得る。該受
信機は、ＳＩＮＲを向上させるために、時間Ｔ３から時間Ｔ４までの効率的な巡回プレフ
ィックスの残りの部分と、時間Ｔ５から時間Ｔ６までの信号成分の第２コピー６１６の相
当する部分とを組み合わせ得る。
【００７８】
　基地局は、（ｉ）非トランスペアレントな解決法に関して１つおきのサブキャリアに対
してＵＥの第１組、及び、（ｉｉ）連続サブキャリアに対して送信するためにＵＥの第２
組を、スケジュールし得る。同じサブフレーム内でＵＥのこれら２組をスケジュールする
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ことは、ＵＥの第２組からＵＥの第１組へのサブキャリア間干渉という結果を招き得る。
【００７９】
該サブキャリア間干渉は、多様な方法で緩和され得る。第１設計では、ガード・バンドは
ＵＥの第１組と第２組との間で用いられ得る。該ガード・バンドは、送信のために用いら
れていない１組のサブキャリア（例えば、１個のリソース・ブロックに相当する１２個の
サブキャリア）と共に入手され得る。第２設計では、ＵＥの第１組はシステム帯域幅の１
つの側にスケジュールされ得、ＵＥの第２組はシステム帯域幅のもう１つの側にスケジュ
ールされ得る。ガード・バンドは、システム帯域幅の２つの側を分離するために用いられ
るかもしれないし、用いられないかもしれない。この設計は、ガード・バンドの有無に関
わらず、サブキャリア間干渉の量を減らし得る。
【００８０】
　第３設計では、ＵＥの第１組及び第２組の間のサブキャリア間干渉は、ＵＥの第２組の
奇数のサブキャリアをパンクチュアし、かつこれらのサブキャリアをゼロにセットするこ
とによって緩和され得る。第４設計では、サブキャリア間干渉は、異なるサブフレーム内
のＵＥの第１組及び第２組をスケジュールすることによって緩和され得る。また、第１な
いし第４設計は、ＵＥの２組よりも多くに拡張され得る。
【００８１】
　非トランスペアレントな解決法に関して、送信機は、受信機によって観測された干渉状
態に基づいて信号を生成し得る。１つの設計では、該送信機は、送信機によって生成され
た信号の形式の受信機を知らせるためにシグナリングを送り得る。該信号形式は比較的遅
いタイム・スケールで変化し得、半静的なシグナリングは十分になり得る。
【００８２】
　１つの設計では、該受信機は、受信機によって観測された干渉状態を送信機に知らせる
ためにシグナリングを送り得る。該受信機は、適した信号形式を選択するために該受信機
からの情報を用い得る。送信機及び受信機間のシグナリングは、多様な方法でサポートさ
れ得、また、異なる基地局間のバックホールを通って運ばれ得る。
【００８３】
　ここに記載された技法は、送信シンボルの一部分のみで観測される高い干渉を緩和させ
ることによって、性能を向上させ得る。該技法は、受信機のみに影響するトランスペアレ
ントな解決法と、送信機及び受信機の両方に影響する非トランスペアレントな解決法と、
を含み得る。該技法は、ＯＦＤＭシンボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、ＣＤＭＡシンボル
、などの多様な送信シンボルのために用いられ得る。また該技法は、ＴＤＤ、半二重ＦＤ
Ｄ、ヘテロジーニアス（heterogeneous）、中継器、ピア・ツー・ピア、などの多様なシ
ナリオで用いられ得る。
【００８４】
　図７は、トランスペアレントな解決法に基づいてデータを受け取るためのプロセス７０
０の設計を示す。プロセス７００は受信機によって実行され得、これは、ＵＥ、基地局、
あるいは何かその他のエンティティであり得る。該受信機は送信シンボルを受け取り得、
これは、ＯＦＤＭシンボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、ＣＤＭＡシンボル、などを備え得
る（ブロック７１２）。該受信機は、送信シンボルの信号パワー・レベルｓを決定し得る
（ブロック７１４）。また、該受信機は、該送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パ
ワー・レベルｎ１を決定し（ブロック７１６）、該送信シンボルの第２部分に関する第２
干渉パワー・レベルｎ２を決定し得る（ブロック７１８）。該受信機は、例えば式（１）
あるいは（３）に示されたとおり、該第１干渉パワー・レベル及び該信号パワー・レベル
に基づいて第１重みｗ１を決定し得る（ブロック７２０）。該受信機は、例えば式（２）
あるいは（４）に示されたとおり、該第２干渉パワー・レベル及び該信号パワー・レベル
に基づいて第２重みｗ２を決定し得る（ブロック７２２）。該受信機は、ＭＭＳＥ解決法
あるいは何か他の解決法に基づいて、該第１及び第２重みを決定し得る。該受信機は、該
第１重み及び第２重みに基づいて、該送信シンボルの該第１及び第２部分をスケーリング
し得る（ブロック７２４）。
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【００８５】
　１つの設計では、該受信機は、該受信機で干渉送信機のタイミングを決定し得る。該干
渉送信機のタイミングは、該受信機で該干渉送信機のシンボル境界を運び得る。該受信機
は、該干渉送信機のタイミングに基づいて該送信シンボルの第１部分の境界を決定し得る
。１つの設計では、該受信機は、該送信シンボルとオーバーラップしていない時間期間に
わたって第１干渉パワー・レベルを測定し得る。別の設計では、該受信機は、該送信シン
ボルの第１部分の該受け取られたパワーを測定し、該送信シンボルの第２部分の該受け取
られたパワーを測定し、かつ、該送信シンボルの該第１部分の該受け取られたパワー及び
該第２部分の該受け取られたパワーに基づいて該第１干渉パワー・レベルを決定し得る。
【００８６】
また、該受信機は、他の方法で、該送信シンボルの該第１部分及び該第１干渉パワー・レ
ベルを決定し得る。
【００８７】
　ブロック７２４の１つの設計では、該受信機は、例えば式（５）に示されたとおり、該
第１重みに基づいて送信シンボルの第１部分に相当するサンプルをスケーリングし得る。
【００８８】
該受信機は、例えば式（６）に示されたとおり、該第２重みに基づいて送信シンボルの第
２部分に相当するサンプルをスケーリングし得る。別の設計では、該受信機は、例えば、
送信シンボルに関する受け取られた変調シンボルに基づいて、該送信シンボルの第１及び
第２部分に関するＬＬＲを決定し得る。該受信機は、該第１重みに基づいて送信シンボル
の第１部分に関するＬＬＲを調整し得、かつ、該第２重みに基づいて送信シンボルの第２
部分に関するＬＬＲを調整し得る。また、該受信機は、他の方法で、該第１及び第２重み
に基づいて送信シンボルの第１及び第２部分をスケーリングし得る。
【００８９】
　図８は、非トランスペアレントな解決法に基づいてデータを送信するためのプロセス８
００の設計を示す。プロセス８００は送信機によって実行され得、これは、ＵＥ、基地局
、または何か他のエンティティであり得る。該送信機は、例えば該受信機または何か他の
エンティティから、シンボル期間の一部分で高い干渉を観測する受信機を示す情報を受け
取り得る（ブロック８１２）。高い干渉は、特定の閾値を超える干渉パワーによって、も
しくは何か他の基準に基づいて定量化され得る。該送信機は、信号成分の少なくとも２個
のコピーを備える送信シンボルを生成し得る（ブロック８１４）。該送信機は、該シンボ
ル期間中の該送信シンボルの該信号成分の少なくとも１個のコピーを送信し得る（ブロッ
ク８１６）。該信号成分の少なくとも１個のコピーは、該受信機によって観測される高い
干渉とオーバーラップしていないかもしれない。該送信機は、該信号成分の少なくとも２
個のコピーを備える該送信シンボルを示すシグナリングを送り得る。
【００９０】
　該送信シンボルは、ＯＦＤＭシンボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、ＣＤＭＡシンボル、
などを備え得る。ブロック８１４の１つの設計では、該送信機は、均等に間隔をおかれた
サブキャリアに変調シンボルをマップし、残りのサブキャリアにゼロ・シンボルをマップ
し、かつ、該マップされた変調シンボル及びゼロ・シンボルに基づいて該送信シンボルを
生成し得る。１つの設計では、該送信機は、該信号成分の２個のコピーを備える該送信シ
ンボルを生成するために、偶数のサブキャリアまたは奇数のサブキャリアに対して変調シ
ンボルをマップし得る。
【００９１】
　ブロック８１６の１つの設計では、該送信機は、該送信シンボルの該信号成分の全ての
コピーを送信し得る。別の設計では、該送信機は、該送信シンボルの該信号成分の単一の
コピーを送信し得る。たいてい、該送信機は、該送信シンボルの該信号成分の該少なくと
も２個のコピーの一部あるいは全てを送信し得る。
【００９２】
　１つの設計では、該送信機は、システム帯域幅の第一部分の均等に間隔をおかれたサブ
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キャリアの１組を占有する該送信シンボルを生成し得る。少なくとも１個のガード・バン
ドは、送信シンボルが連続サブキャリアを占有するような該システム帯域幅の少なくとも
もう片方の部分から該システム帯域幅の該第１部分を分離し得る。別の設計では、均等に
間隔をおかれたサブキャリアを占有する送信シンボル及び連続サブキャリアを占有する送
信シンボルは、異なる時間間隔で送られ得る。両方の設計が、均等に間隔をおかれたサブ
キャリアを占有する該送信シンボルに対するサブキャリア間干渉を緩和し得る。
【００９３】
　図９は、該非トランスペアレントな解決法に基づいてデータを受け取るためのプロセス
９００の設計を示す。プロセス９００は受信機によって実行され得、これは、ＵＥ、基地
局、あるいは何か他のエンティティであり得る。該受信機は、信号成分の少なくとも２個
のコピーを備える送信シンボルの該信号成分の少なくとも１個のコピーを受け取り得る（
ブロック９１２）。該送信シンボルは、ＯＦＤＭシンボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、Ｃ
ＤＭＡシンボル、などを備え得る。該信号成分の該少なくとも１個のコピーは、該受信機
が高い干渉を観測するようなシンボル期間の一部分とオーバーラップしていないかもしれ
ない。該受信機は、該送信シンボル中に送られたデータを回復するために該信号成分の該
少なくとも１個のコピーを処理し得る（ブロック９１４）。
【００９４】
　１つの設計では、該受信機は、該送信シンボルの該信号成分の単一のコピーを受け取り
得る。別の設計では、該受信機は、該送信シンボルの該信号成分の複数のコピーを受け取
り得る。該複数のコピーは、該信号成分の第１コピー及び第２コピーを備え得る。１つの
設計では、該受信機は、例えば図６に示されたとおり、該信号成分の該第１コピーの選択
された部分と該信号成分の該第２コピーの相当する部分とを組み合わせ得る。該受信機は
、（ｉ）該高い干渉とオーバーラップする該信号成分の該第１コピーのイニシャル部分及
び／又は（ｉｉ）該信号成分の該第１コピーの巡回プレフィックス部分を放棄することに
よって該信号成分の該第１コピーの該選択された部分を入手し得る。該受信機は、該送信
シンボル中に送られた該データを回復するために、該信号成分の該第１及び第２コピーの
少なくとも該組み合わされた部分を処理し得る。
【００９５】
　該受信機は、１つ又は複数の干渉送信機から受け取られた１つ又は複数の干渉信号のた
めに該受信機によって行われた測定に基づいて該シンボル期間の一部分で観測された高い
干渉を識別し得る。１つの設計では、該受信機は、該シンボル期間の該部分中で高い干渉
を観測する該受信機を示す情報を送り得る。１つの設計では、該受信機は、該信号成分の
少なくとも２個のコピーを備える該送信シンボルを示すシグナリングを受け取り得る。
【００９６】
　図１０は、該非トランスペアレントな解決法に基づいてデータを送信するためのプロセ
ス１０００の設計を示す。プロセス１０００は送信機によって実行され得、これは、ＵＥ
、基地局、あるいは何か他のエンティティであり得る。該送信機は、シンボル期間の一部
分で高い干渉を観測する受信機を示す情報を受け取り得る（ブロック１０１２）。該受信
機は、該全シンボル期間に及ぶ（例えば、ＯＦＤＭシンボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、
ＣＤＭＡシンボル、などの）送信シンボルを生成し得る（ブロック１０１４）。該送信機
は、該受信機が高い干渉を観測するような該シンボル期間の該部分に相当する該送信シン
ボルの一部分を放棄し得る（ブロック１０１６）。該送信機は、該受信機に対して該シン
ボル期間の該残りの部分中の該送信シンボルの該残りの部分を送信し得る（ブロック１０
１８）。
【００９７】
　図１１は、送信機１１００及び受信機１１５０の設計のブロック図を示す。送信機１１
００は、ＵＥ、基地局、あるいは何か他のエンティティの一部であり得る。受信機１１５
０は、基地局、ＵＥ、あるいは何か他のエンティティの一部であり得る。
【００９８】
　送信機１１００内では、モジュール１１１２は、例えば該受信機によって送られた情報
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及び／又は何か他のエンティティから入手された情報に基づいて、シンボル期間の一部分
で高い干渉を観測する１つ又は複数の受信機を識別し得る。モジュール１１１４は、１つ
又は複数の受信機（例えば、受信機１１５０）に対して送るために送信シンボル（例えば
、ＯＦＤＭシンボル、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、ＣＤＭＡシンボル、など）を生成し得る
。１つの設計では、モジュール１１１４は、上記のとおり、信号成分の複数のコピーを備
える送信シンボルを生成し得、かつ該信号成分の少なくとも１個のコピーを送り得る。例
えば、モジュール１１１４は、均一に間隔をあけられたサブキャリアを占有する該送信シ
ンボルを生成し得、残りのサブキャリアはゼロにセットされている。別の設計では、モジ
ュール１１１４は、また上記のとおり、全シンボル期間のために送信シンボルを生成し得
、かつ該送信シンボルの断片を送り得る。送信機ユニット１１１６は、１つ又は複数の受
信機に対して送るために該送信シンボルを備える変調された信号を生成し得、かつ該変調
された信号を送信し得る。コントローラ／プロセッサ１１１８は、送信機１１００内で多
様なモジュールの該動作を指示し得る。メモリ１１２０は、送信機１１００に関してプロ
グラム・コード及びデータを格納し得る。
【００９９】
　受信機１１５０内では、受信機ユニット１１５２は、送信機１１００及び、例えば干渉
送信機などその他の送信機から変調された信号を受け取り得る。モジュール１１５４は、
受信機１１５０へ送られた送信シンボルを入手するために受信機ユニット１１５２から受
け取られた信号を処理し得る。モジュール１１５６は、異なる時間期間中に該受け取られ
た信号の受け取られたパワーを測定し得る。モジュール１１５８は、１つ又は複数の干渉
送信機から高い干渉を検出し得、かつ送信シンボルの異なる部分の該干渉パワー・レベル
を決定し得る。該トランスペアレントな解決法に関しては、モジュール１１６０は異なる
干渉パワー・レベルを観測する送信シンボルの異なる部分に関して重みを決定し得る。モ
ジュール１１６２は、該重みに基づいて該送信シンボルの異なる部分をスケーリングし得
る。該非トランスペアレントな解決法に関しては、モジュール１１５４は、送信シンボル
内の信号成分の少なくとも１個のコピーを入手し得る。モジュール１１５４は、受信機１
１５０が高い干渉を観測するようにシンボル期間の一部分とオーバーラップする該信号成
分の１つ又は複数のコピーを放棄し得る。コントローラ／プロセッサ１１６４は、受信機
１１５０内で多様なモジュールの該動作を指示し得る。メモリ１１６６は、受信機１１５
０に関してプログラム・コード及びデータを格納し得る。
【０１００】
　図１２は、基地局１１０及びＵＥ１２０の設計のブロック図を示し、これらは図１中の
基地局のうちの１つ及びＵＥのうちの１つであり得る。基地局１１０はＴ個のアンテナ１
２３４ａないし１２３４ｔが備え付けられ得、かつＵＥ１２０はＲ個のアンテナ１２５２
ａないし１２５２ｒが備え付けられ得、ここでたいてい
【数１９】

【０１０１】
及び

【数２０】

【０１０２】



(26) JP 2015-43587 A 2015.3.5

10

20

30

40

50

である。
【０１０３】
　基地局１１０で、送信プロセッサ１２２０は１つ又は複数のＵＥに関してデータ・ソー
ス１２１２を受け取り、そのＵＥに関して選択された１つ又は複数の変調・符号化方式に
基づいて各ＵＥに関して該データを処理（例えば、符号化しかつ変調する）し、かつ全て
のＵＥに関してデータ・シンボルを提供し得る。また、送信プロセッサ１２２０はシグナ
リング／制御情報を処理しかつ制御シンボルを提供し得る。また、送信プロセッサ１２２
０は、基地局１１０によってサポートされる各セルに関して基準信号に関する基準シンボ
ルを生成し得る。送信多入力・多出力（ＴＸ　ＭＩＭＯ）プロセッサ１２３０は、該デー
タ・シンボル、該制御シンボル、（適用可能な場合）かつ／又は該基準シンボルをプリコ
ードし得、Ｔ個の変調器（ＭＯＤ）１２３２ａないし１２３２ｔに対してＴ個の出力シン
ボルを提供し得る。各変調器１２３２は、出力サンプル・ストリームを入手するために（
例えば、ＯＦＤＭに関して）その出力シンボル・ストリームを処理し得る。各変調器１２
３２は、その出力サンプル・ストリームをさらに調整（例えば、アナログへ変換する、ろ
波する、増幅する、かつアップコンバートする）し得、かつダウンリンク信号を生成し得
る。変調器１２３２ａないし１２３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、それぞれ、Ｔ
個のアンテナ１２３４ａないし１２３４ｔを経由して送信され得る。
【０１０４】
　ＵＥ１２０で、Ｒ個のアンテナ１２５２ａないし１２５２ｒは基地局１１０から該Ｔ個
のダウンリンク信号を受け取り得、かつ各アンテナ１２５２は付属する復調器（ＤＥＭＯ
Ｄ）１２５４に対して受け取られた信号を供給し得る。各復調器１２５４はその受け取ら
れた信号を調整（例えば、ろ波する、増幅する、ダウンコンバートする、かつデジタル化
する）しサンプルを入手し、かつ（例えば、ＯＦＤＭに関して）該サンプルをさらに処理
して受け取られたシンボルを入手し得る。ＭＩＭＯ検出器１２６０は、（適用可能な場合
）該受け取られたシンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、かつ検出されたシンボルを提
供し得る。受信プロセッサ１２７０は該検出されたシンボルを処理（例えば、復調しかつ
復号する）し、かつデータ・シンク１２７２に対してＵＥ１２０に関する復号されたデー
タを提供し得る。信号測定プロセッサ１２９４は、該Ｒ個の受け取られた信号の測定を行
い、異なる干渉パワー・レベルを観測する送信シンボルの部分を識別し得る。また、プロ
セッサ１２９４は、該送信シンボルの異なる部分に関して該信号パワー・レベル及び該干
渉パワー・レベルを測定し得る。
【０１０５】
　該アップリンクで、データ・ソース１２７８からのデータ及びコントローラ／プロセッ
サ１２９０からのシグナリングは、送信プロセッサ１２８０によって処理され（例えば、
符号化されるかつ変調される）、（適用可能な場合）ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１２８２
によって空間的に処理され、変調器１２５４ａないし１２５４ｒによってさらに処理され
、アンテナ１２５２ａないし１２５２ｒを経由して送信され得るＲ個のアップリンク信号
を生成し得る。基地局１１０で、ＵＥ１２０からの該Ｒ個のアップリンク信号は、アンテ
ナ１２３４ａないし１２３４ｔによって受け取られ、復調器１２３２ａないし１２３２ｔ
によって処理され、（適用可能な場合）ＭＩＭＯ検出器１２３６によって検出され、受信
プロセッサ１２３８によってさらに処理され（例えば、復調されるかつ復号される）、Ｕ
Ｅ１２０によって送られた該データ及びシグナリングを回復し得る。該回復されたデータ
はデータ・シンク１２３９へ供給され得、かつ該回復されたシグナリングはプロセッサ１
２４０へ供給され得る。
【０１０６】
　コントローラ／プロセッサ１２４０及び１２９０は、それぞれ、基地局１１０及びＵＥ
１２０で該動作を指示し得る。基地局１１０でプロセッサ１２４０及び／又はその他のプ
ロセッサ及びモジュールは、ここに記載された該技法に関して、図７中のプロセス７００
、図８中のプロセス８００、図９中のプロセス９００、図１０中のプロセス１０００、及
び／又は、その他のプロセスを実行あるいは指示し得る。ＵＥ１２０でプロセッサ１２９
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０及び／又はその他のプロセッサ及びモジュールは、ここに記載された該技法に関して、
プロセス７００、プロセス８００、プロセス９００、プロセス１０００、及び／又はその
他のプロセスを実行あるいは指示し得る。メモリ１２４２及び１２９２は、それぞれ、基
地局１１０及びＵＥ１２０に関してデータ及びプログラム・コードを格納し得る。スケジ
ューラ１２４４は、該ダウンリンク及び／又はアップリンクに対するデータ送信に関して
ＵＥ１２０及び／又はその他のＵＥをスケジュールし得、かつ該スケジュールされたＵＥ
に対してリソース（例えば、サブキャリア）を指定し得る。
【０１０７】
　情報及び信号が多様な異なる技術及び技法のうちのいずれかを用いて表され得る、こと
を当業者は理解するだろう。例えば、上記の全体にわたって参照され得る、データ、命令
、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧、電流、電磁波、磁場
または磁気粒子、光電場または光粒子、あるいは任意のそれらの組み合わせによって表さ
れ得る。
【０１０８】
　ここに本開示に関連して記載された多様な例示的なロジカル・ブロック、モジュール、
回路、及びアルゴリズム・ステップは、エレクトロニック・ハードウェア、コンピュータ
・ソフトウェア、あるいは両方の組み合わせとしてインプリメントされ得る、ことを当業
者はさらに理解できるだろう。このハードウェア及びソフトウェアの互換性を明白に示す
ために、多様な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、及びステップが
、それらの機能の点で一般に上で記載されている。そのような機能がハードウェアあるい
はソフトウェアのどちらかとしてインプリメントされるかは、特定の用途及びシステム全
体に課される設計の制約に依存している。当業者はそれぞれの特定の用途に関して変化す
る方法で該記載された機能をインプリメントし得るが、そうしたインプリメンテーション
の決定は本開示の範囲から離れる原因として解釈されるべきではない。
【０１０９】
　ここに本開示に関連して記載された、多様な例示的なロジカル・ブロック、モジュール
、及び回路は、ここに記載された機能を実行するように設計された、汎用目的プロセッサ
、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド
・プログラム可能ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）あるいは他のプログラム可能ロジック・デ
バイス、ディスクリート・ゲートあるいはトランジスタ・ロジック、ディスクリート・ハ
ードウェア・コンポーネント、あるいはそれらの任意の組み合わせでインプリメントもし
くは実行され得る。汎用目的プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、別の方法で
は、該プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、あ
るいはステート・マシーンであり得る。また、プロセッサは、例えば、ＤＳＰ及びマイク
ロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連した１つ又は複数のマイク
ロプロセッサ、あるいは任意の他のそうした構成の組み合わせの、計算デバイスの組み合
わせとしてインプリメントされ得る。
【０１１０】
　ここに本開示に関連して記載されたアルゴリズムあるいは方法のステップは、ハードウ
ェアにおいて、プロセッサにより実行されるソフトウェア・モジュールにおいて、あるい
はこれら２つの組み合わせにおいて、直接的に具体化され得る。ソフトウェア・モジュー
ルは、ＲＡＭメモリ、フラッシュ・メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲ
ＯＭメモリ、レジスタ、ハード・ディスク、リムーバブル・ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あ
るいは、当業者に知られたその他の形式の記憶媒体に存在し得る。典型的な記憶媒体は、
該プロセッサが該記憶媒体から情報を読み取りかつ該記憶媒体へ情報を書き込むことがで
きるように、該プロセッサへ結合されている。別の方法では、該記憶媒体は該プロセッサ
に不可欠であり得る。該プロセッサ及び該記憶媒体は、ＡＳＩＣ内に存在し得る。該ＡＳ
ＩＣはユーザ端末内に存在し得る。別の方法では、該プロセッサ及び該記憶媒体は、ユー
ザ端末内にディスクリート・コンポーネントとして存在し得る。
【０１１１】



(28) JP 2015-43587 A 2015.3.5

10

20

30

　１つ又は複数の典型的な設計では、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、あるいはそれらの任意の組み合わせにおいてインプリメントされ得る。
【０１１２】
ソフトウェアでインプリメントされる場合、該機能は、コンピュータ可読媒体に対して、
１つ又は複数の命令もしくはコードを介して送信されるか、もしくは格納され得る。コン
ピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へコンピュータ・プログラムの転送を容易に
する任意の媒体を含んでいる通信媒体及び記憶媒体の両方を含んでいる。記憶媒体は、汎
用目的または特定目的のコンピュータによってアクセスされることができる任意の有効な
媒体であり得る。一例として、限定するわけではないが、そうしたコンピュータ可読媒体
は、命令あるいはデータ構造の形式の望ましいプログラム・コード手段を運ぶあるいは格
納するために用いられることができる、かつ、汎用目的または特定目的のコンピュータ、
もしくは汎用目的または特定目的のプロセッサによってアクセスされることができる、Ｒ
ＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、またはその他の光学ディスク記憶、磁気デ
ィスク記憶、またはその他の磁気記憶デバイス、又は任意のその他の媒体を備えることが
できる。また、任意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に称される。例えば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバー・ケーブル、ツイステッド・ペア、デジタル加入者
線（ＤＳＬ）を用いたウェブサイト、サーバ、または他のリモート・ソース、又は赤外線
、電波、及びマイクロ波などの無線技術から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ
ー・ケーブル、ツイステッド・ペア、ＤＳＬ、または赤外線、電波、及びマイクロ波など
の無線技術は、媒体の定義に含まれる。ここに用いられたようなディスク（ｄｉｓｋ）及
びディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、レーザ・ディスク（登録商
標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）・ディ
スク、及びブルーレイ・ディスク（登録商標）を含んでおり、ここでディスク（ｄｉｓｋ
）が通常磁気的にデータを再生する一方、ディスク（ｄｉｓｃ）はレーザを伴って光学的
にデータを再生する。また、上の組み合わせは、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれ
るだろう。
【０１１３】
　本開示の前の記載は、当業者が本開示を構成または使用することができるように提供さ
れている。本開示に対する多様な修正は当業者にとってはすぐに明白になるだろうし、こ
こに定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなくその他の変形
例に対して適用され得る。それ故に、本開示はここに記載された設計及び例に限定される
ように意図されているわけではなく、ここに開示された新規の特徴及び原理と一致する最
大範囲に相当するとされるようになっている。
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【提出日】平成26年10月29日(2014.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信に関する方法であって、
　受信機で送信シンボルを受け取ることと、
　前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定することと、
　前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワー・レベルを決定することと、
　前記送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワー・レベルを決定することと、
　前記信号パワー・レベル及び前記第１干渉パワー・レベルに基づいて第１重みを決定す
ることと、
　前記信号パワー・レベル及び前記第２干渉パワー・レベルに基づいて第２重みを決定す
ることと、及び、
　前記第１及び第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリ
ングすることと、
　を備え、
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分を前記スケーリングすることは、
　　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分に関するログ－尤度比（ＬＬＲ：log-like
lihood ratio）を決定することと、
　　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に関するＬＬＲを調整する
ことと、及び、
　　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に関するＬＬＲを調整する
ことと
　を含み、
　前記送信シンボルは、少なくとも単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）
シンボルを含む、方法。
【請求項２】
　前記受信機で干渉送信機のタイミングを決定すること、及び、
　前記干渉送信機の前記タイミングに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分を決定す
ることをさらに含んでいる、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記第１干渉パワー・レベルを前記決定することは、前記送信シンボルとオーバーラッ
プしていない時間期間にわたって前記第１干渉パワー・レベルを測定することを含む、請
求項１の方法。
【請求項４】
　前記第１干渉パワー・レベルを前記決定することは、
　前記送信シンボルの前記第１部分の受け取られたパワーを測定することと、
　前記送信シンボルの前記第２部分の受け取られたパワーを測定することと、及び、
　前記送信シンボルの前記第１部分の前記受け取られたパワー及び前記第２部分の前記受
け取られたパワーに基づいて前記第１干渉パワー・レベルを決定することと、を含んでい
る、請求項１の方法。
【請求項５】
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分を前記スケーリングすることは、
　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に相当するサンプルをスケー
リングすること、及び、
　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に相当するサンプルをスケー
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リングすることを含んでいる、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記送信シンボルは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、単一キャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、及び、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シンボ
ルのうちの１つを含んでいる、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記第１及び第２重みは、最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）解決法に基づいて決定される
、請求項１の方法。
【請求項８】
　無線通信に関する装置であって、
　受信機で送信シンボルを受け取るための手段と、
　前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定するための手段と、
　前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワー・レベルを決定するための手段と
、
　前記送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワー・レベルを決定するための手段と
、
　前記信号パワー・レベル及び前記第１干渉パワー・レベルに基づいて第１重みを決定す
るための手段と、
　前記信号パワー・レベル及び前記第２干渉パワー・レベルに基づいて第２重みを決定す
るための手段と、
　前記第１及び第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリ
ングするための手段と、
　を備え、
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分を前記スケーリングするための手段は、
　　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分に関するログ－尤度比（ＬＬＲ：log-like
lihood ratio）を決定するための手段と、
　　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に関するＬＬＲを調整する
ための手段と、及び、
　　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に関するＬＬＲを調整する
ための手段と
　を含み、
　前記送信シンボルは、少なくとも単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）
シンボルを含む、装置。
【請求項９】
　前記受信機で干渉送信機のタイミングを決定するための手段と、
　前記干渉送信機の前記タイミングに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分を決定す
るための手段と、を更に含んでいる、請求項８の装置。
【請求項１０】
　前記第１干渉パワー・レベルを決定するための前記手段は、前記送信シンボルとオーバ
ーラップしていない時間期間にわたって前記第１干渉パワー・レベルを測定するための手
段を含んでいる、請求項８の装置。
【請求項１１】
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリングするための前記手段は、
　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に相当するサンプルをスケー
リングするための手段と、及び、
　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に相当するサンプルをスケー
リングするための手段とを含んでいる、請求項８の装置。
【請求項１２】
　無線通信に関する装置であって、
　受信機で送信シンボルを受け取り、前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定し、
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前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワー・レベルを決定し、前記送信シンボ
ルの第２部分に関する第２干渉パワー・レベルを決定し、前記信号パワー・レベル及び前
記第１干渉パワー・レベルに基づいて第１重みを決定し、前記信号パワー・レベル及び前
記第２干渉パワー・レベルに基づいて第２重みを決定し、かつ、前記第１及び第２重みに
基づいて前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリングするように構成された
少なくとも１個のプロセッサを備え、
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリングするように構成された前記少
なくとも１個のプロセッサは、
　　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分に関するログ－尤度比（ＬＬＲ：log-like
lihood ratio）を決定し、
　　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に関するＬＬＲを調整し、
　　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に関するＬＬＲを調整する
　ように構成され、
　前記送信シンボルは、少なくとも単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）
シンボルを含む、装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記受信機で干渉送信機のタイミングを決定し、
かつ、前記干渉送信機の前記タイミングに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分を決
定するように構成されている、請求項１２の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記送信シンボルとオーバーラップしていない時
間期間にわたって前記第１干渉パワー・レベルを測定するように構成されている、請求項
１２の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記
第１部分に相当するサンプルをスケーリングし、かつ、前記第２重みに基づいて前記送信
シンボルの前記第２部分に相当するサンプルをスケーリングするように構成されている、
請求項１２の装置。
【請求項１６】
　コンピュータ可読記憶媒体であって、
　少なくとも１個のプロセッサに受信機で送信シンボルを受け取らせるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定させ
るための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワ
ー・レベルを決定させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワ
ー・レベルを決定させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記信号パワー・レベル及び前記第１干渉パワー・
レベルに基づいて第１重みを決定させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記信号パワー・レベル及び前記第２干渉パワー・
レベルに基づいて第２重みを決定させるための命令と、及び、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記第１及び第２重みに基づいて前記送信シンボル
の前記第１及び第２部分をスケーリングさせるための命令と、
　を備え、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケー
リングさせるための前記命令は、
　　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの前記第１及び第２部分に関す
るログ－尤度比（ＬＬＲ：log-likelihood ratio）を決定させるための命令と、
　　前記少なくとも１個のプロセッサに前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記
第１部分に関するＬＬＲを調整させるための命令と、及び、
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　　前記少なくとも１個のプロセッサに前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記
第２部分に関するＬＬＲを調整させるための命令と
　を含み、
　前記送信シンボルは、少なくとも単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）
シンボルを含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　本開示の前の記載は、当業者が本開示を構成または使用することができるように提供さ
れている。本開示に対する多様な修正は当業者にとってはすぐに明白になるだろうし、こ
こに定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなくその他の変形
例に対して適用され得る。それ故に、本開示はここに記載された設計及び例に限定される
ように意図されているわけではなく、ここに開示された新規の特徴及び原理と一致する最
大範囲に相当するとされるようになっている。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　無線通信に関する方法であって、
　受信機で送信シンボルを受け取ることと、
　前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定することと、
　前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワー・レベルを決定することと、
　前記送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワー・レベルを決定することと、
　前記信号パワー・レベル及び前記第１干渉パワー・レベルに基づいて第１重みを決定す
ることと、
　前記信号パワー・レベル及び前記第２干渉パワー・レベルに基づいて第２重みを決定す
ることと、及び、
　前記第１及び第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリ
ングすることと、
　を備える方法。
［Ｃ２］　前記受信機で干渉送信機のタイミングを決定すること、及び、
　前記干渉送信機の前記タイミングに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分を決定す
ることをさらに含んでいる、Ｃ１の方法。
［Ｃ３］　前記第１干渉パワー・レベルを前記決定することは、前記送信シンボルとオー
バーラップしていない時間期間にわたって前記第１干渉パワー・レベルを測定することを
含む、Ｃ１の方法。
［Ｃ４］　前記第１干渉パワー・レベルを前記決定することは、
　前記送信シンボルの前記第１部分の受け取られたパワーを測定することと、
　前記送信シンボルの前記第２部分の受け取られたパワーを測定することと、及び、
　前記送信シンボルの前記第１部分の前記受け取られたパワー及び前記第２部分の前記受
け取られたパワーに基づいて前記第１干渉パワー・レベルを決定することと、を含んでい
る、Ｃ１の方法。
［Ｃ５］　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分を前記スケーリングすることは、
　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に相当するサンプルをスケー
リングすること、及び、
　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に相当するサンプルをスケー
リングすることを含んでいる、Ｃ１の方法。
［Ｃ６］　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分を前記スケーリングすることは、
　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分に関するログ－尤度比（ＬＬＲ：log-likeli
hood ratio）を決定することと、
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　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に関するＬＬＲを調整するこ
とと、及び、
　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に関するＬＬＲを調整するこ
とを含んでいる、Ｃ１の方法。
［Ｃ７］　前記送信シンボルは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、単一キャリ
ア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、及び、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）シンボルのうちの１つを含んでいる、Ｃ１の方法。
［Ｃ８］　前記第１及び第２重みは、最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）解決法に基づいて決
定される、Ｃ１の方法。
［Ｃ９］　無線通信に関する装置であって、
　受信機で送信シンボルを受け取るための手段と、
　前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定するための手段と、
　前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワー・レベルを決定するための手段と
、
　前記送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワー・レベルを決定するための手段と
、
　前記信号パワー・レベル及び前記第１干渉パワー・レベルに基づいて第１重みを決定す
るための手段と、
　前記信号パワー・レベル及び前記第２干渉パワー・レベルに基づいて第２重みを決定す
るための手段と、
　前記第１及び第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリ
ングするための手段と、
　を備える装置。
［Ｃ１０］　前記受信機で干渉送信機のタイミングを決定するための手段と、
　前記干渉送信機の前記タイミングに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分を決定す
るための手段と、を更に含んでいる、Ｃ９の装置。
［Ｃ１１］　前記第１干渉パワー・レベルを決定するための前記手段は、前記送信シンボ
ルとオーバーラップしていない時間期間にわたって前記第１干渉パワー・レベルを測定す
るための手段を含んでいる、Ｃ９の装置。
［Ｃ１２］　前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリングするための前記手
段は、
　前記第１重みに基づいて前記送信シンボルの前記第１部分に相当するサンプルをスケー
リングするための手段と、及び、
　前記第２重みに基づいて前記送信シンボルの前記第２部分に相当するサンプルをスケー
リングするための手段とを含んでいる、Ｃ９の装置。
［Ｃ１３］　無線通信に関する装置であって、
　受信機で送信シンボルを受け取り、前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定し、
前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワー・レベルを決定し、前記送信シンボ
ルの第２部分に関する第２干渉パワー・レベルを決定し、前記信号パワー・レベル及び前
記第１干渉パワー・レベルに基づいて第１重みを決定し、前記信号パワー・レベル及び前
記第２干渉パワー・レベルに基づいて第２重みを決定し、かつ、前記第１及び第２重みに
基づいて前記送信シンボルの前記第１及び第２部分をスケーリングするように構成された
少なくとも１個のプロセッサを備える装置。
［Ｃ１４］　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記受信機で干渉送信機のタイミング
を決定し、かつ、前記干渉送信機の前記タイミングに基づいて前記送信シンボルの前記第
１部分を決定するように構成されている、Ｃ１３の装置。
［Ｃ１５］　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記送信シンボルとオーバーラップし
ていない時間期間にわたって前記第１干渉パワー・レベルを測定するように構成されてい
る、Ｃ１３の装置。
［Ｃ１６］　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記第１重みに基づいて前記送信シン
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ボルの前記第１部分に相当するサンプルをスケーリングし、かつ、前記第２重みに基づい
て前記送信シンボルの前記第２部分に相当するサンプルをスケーリングするように構成さ
れている、Ｃ１３の装置。
［Ｃ１７］　コンピュータ可読記憶媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって
、前記コンピュータ可読記憶媒体は、
　少なくとも１個のプロセッサに受信機で送信シンボルを受け取らせるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの信号パワー・レベルを決定させ
るための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの第１部分に関する第１干渉パワ
ー・レベルを決定させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボルの第２部分に関する第２干渉パワ
ー・レベルを決定させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記信号パワー・レベル及び前記第１干渉パワー・
レベルに基づいて第１重みを決定させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記信号パワー・レベル及び前記第２干渉パワー・
レベルに基づいて第２重みを決定させるための命令と、及び、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記第１及び第２重みに基づいて前記送信シンボル
の前記第１及び第２部分をスケーリングさせるための命令と、
　を備えるコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ１８］　無線通信に関する方法であって、
　シンボル期間の一部分中で干渉を観測する受信機を示す情報を受け取ることと、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルを生成することと、及び
、
　前記シンボル期間中の前記送信シンボルの前記信号成分の少なくとも１個のコピーを送
信することと、を備え、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは前記受信機によっ
て観測された前記干渉とオーバーラップしていない方法。
［Ｃ１９］　前記送信シンボルを前記生成することは、
　均等に間隔をおかれたサブキャリアに対して変調シンボルをマップすることと、
　残りのサブキャリアに対してゼロ・シンボルをマップすることと、及び、
　前記マップされた変調シンボル及び前記マップされたゼロ・シンボルに基づいて前記送
信シンボルを生成することと、を含んでいる、Ｃ１８の方法。
［Ｃ２０］　前記送信シンボルを前記生成することは、前記信号成分の２個のコピーを含
んでいる前記送信シンボルを生成するために、奇数のインデックスを持つサブキャリアま
たは偶数のインデックスを持つサブキャリアに対して変調シンボルをマップすることを含
んでいる、Ｃ１８の方法。
［Ｃ２１］　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記送信することは、前記送
信シンボルの前記信号成分の全てのコピーを送信することを含んでいる、Ｃ１８の方法。
［Ｃ２２］　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記送信することは、前記送
信シンボルの前記信号成分の単一のコピーを送信することを含んでいる、Ｃ１８の方法。
［Ｃ２３］　前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる前記送信シンボルを示
すシグナリングを送ることをさらに含んでいる、Ｃ１８の方法。
［Ｃ２４］　前記送信シンボルを前記生成することは、システム帯域幅の第１部分に１組
の均等に間隔をおかれたサブキャリアを占有する前記送信シンボルを生成することを含ん
でおり、ここで少なくとも１個のガード・バンドが、送信シンボルが連続サブキャリアを
占有するように前記システム帯域幅の少なくとも１つの他の部分から前記システム帯域幅
の前記第１部分を分離する、Ｃ１８の方法。
［Ｃ２５］　前記送信シンボルは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、単一キャ
リア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、及び、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）シンボル、のうちの１つを含んでいる、Ｃ１８の方法。
［Ｃ２６］　無線通信に関する装置であって、
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　シンボル期間の一部分中で干渉を観測する受信機を示す情報を受け取るための手段と、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルを生成するための手段と
、
　前記シンボル期間中の前記送信シンボルの前記信号成分の少なくとも１個のコピーを送
信するための手段と、を備え、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは前記受信機
によって観測される前記干渉とオーバーラップしていない装置。
［Ｃ２７］　前記送信シンボルを生成するための前記手段は、
　均等に間隔をおかれたサブキャリアに対して変調シンボルをマップするための手段と、
　残りのサブキャリアに対してゼロ・シンボルをマップするための手段と、
　前記マップされた変調シンボル及び前記マップされたゼロ・シンボルに基づいて前記送
信シンボルを生成するための手段と、を含んでいる、Ｃ２６の装置。
［Ｃ２８］　前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる前記送信シンボルを示
すシグナリングを送るための手段をさらに含んでいる、Ｃ２６の装置。
［Ｃ２９］　無線通信に関する装置であって、
　シンボル期間の一部分中で干渉を観測する受信機を示す情報を受け取り、信号成分の少
なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルを生成し、かつ、前記シンボル期間の前
記送信シンボルの前記信号成分の少なくとも１個のコピーを送信するように構成された少
なくとも１個のプロセッサを備え、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは前記受
信機によって観測される前記干渉とオーバーラップしていない装置。
［Ｃ３０］　前記少なくとも１個のプロセッサは、均等に間隔をおかれたサブキャリアに
対して変調シンボルをマップし、残りのサブキャリアに対してゼロ・シンボルをマップし
、前記マップされた変調シンボル及び前記マップされたゼロ・シンボルに基づいて前記送
信シンボルを生成するように構成されている、Ｃ２９の装置。
［Ｃ３１］　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記信号成分の少なくとも２個のコピ
ーを含んでいる前記送信シンボルを示すシグナリングを送るように構成されている、Ｃ２
９の装置。
［Ｃ３２］　コンピュータ可読記憶媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって
、前記コンピュータ可読記憶媒体は、
　少なくとも１個のプロセッサにシンボル期間の一部分で干渉を観測する受信機を示す情
報を受け取らせるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送
信シンボルを生成させるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記シンボル期間中の前記送信シンボルの前記信号
成分の少なくとも１個のコピーを送信させるための命令と、を備え、前記信号成分の前記
少なくとも１個のコピーは前記受信機によって観測された前記干渉とオーバーラップして
いないコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３３］　無線通信に関する方法であって、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルの信号成分の少なくとも
１個のコピーを受け取ることと、
　前記送信シンボル中に送られたデータを回復するために前記信号成分の前記少なくとも
１個のコピーを処理することと、を備え、
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは受信機が干渉を観測するようにシンボル
期間の一部分とオーバーラップしていない方法。
［Ｃ３４］　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記受け取ることは、前記送
信シンボルの前記信号成分の単一のコピーを受け取ることを含んでいる、Ｃ３３の方法。
［Ｃ３５］　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記受け取ることは、前記送
信シンボルの前記信号成分の複数のコピーを受け取ることを含んでいる、Ｃ３３の方法。
［Ｃ３６］　前記信号成分の前記複数のコピーは前記信号成分の第１コピー及び第２コピ
ーを含んでおり、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記処理することは、
　前記信号成分の前記第１コピーの選択された部分と前記信号成分の前記第２コピーの相
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当する部分とを組み合わせることと、
　前記送信シンボル内に送られた前記データを回復するために前記信号成分の前記第１及
び第２コピーの少なくとも前記組み合わされた部分を処理することと、を含んでいる、Ｃ
３５の方法。
［Ｃ３７］　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを前記処理することは、前記干
渉とオーバーラップする前記信号成分の前記第１コピーのイニシャル部分、前記信号成分
の前記第１コピーの巡回プレフィックス部分、及び、前記イニシャル部分と前記巡回プレ
フィックス部分との両方のうちの１つを放棄することによって、前記信号成分の前記第１
コピーの前記選択された部分を入手することをさらに含んでいる、Ｃ３６の方法。
［Ｃ３８］　前記受信機によって観測された前記干渉を識別することをさらに含んでいる
、Ｃ３３の方法。
［Ｃ３９］　前記シンボル期間の前記部分で干渉を観測している前記受信機を示す情報を
送ることをさらに含んでいる、Ｃ３３の方法。
［Ｃ４０］　前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる前記送信シンボルを示
すシグナリングを受け取ることをさらに含んでいる、Ｃ３３の方法。
［Ｃ４１］　前記送信シンボルは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、単一キャ
リア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、及び、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）シンボルのうちの１つを含んでいる、Ｃ３３の方法。
［Ｃ４２］　無線通信に関する装置であって、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルの信号成分の少なくとも
１個のコピーを受け取るための手段と、
　前記送信シンボル中に送られたデータを回復するために前記信号成分の前記少なくとも
１個のコピーを処理するための手段と、を備え、
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは受信機が干渉を観測するようにシンボル
期間の一部分とオーバーラップしていない装置。
［Ｃ４３］　前記信号成分の少なくとも１個のコピーを受け取るための前記手段は、前記
信号成分の第１コピー及び第２コピーを含んでいる複数のコピーを受け取るための手段を
含んでおり、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを処理するための前記手段は、
　前記信号成分の前記第１コピーの選択された部分と前記信号成分の前記第２コピーの相
当する部分とを組み合わせるための手段と、
　前記送信シンボル内に送られた前記データを回復するために前記信号成分の前記第１及
び第２コピーの少なくとも前記組み合わされた部分を処理するための手段と、を含んでい
る、Ｃ４２の装置。
［Ｃ４４］　前記シンボル期間の前記部分内で干渉を観測している前記受信機を示す情報
を送るための手段をさらに含んでいる、Ｃ４２の装置。
［Ｃ４５］　前記信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる前記送信シンボルを示
すシグナリングを受け取るための手段をさらに含んでいる、Ｃ４２の装置。
［Ｃ４６］　無線通信に関する装置であって、
　信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シンボルの信号成分の少なくとも
１個のコピーを受け取り、かつ、前記送信シンボル中に送られたデータを回復するために
前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを処理するように構成された少なくとも１個
のプロセッサを備え、前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは受信機が干渉を観測
するようにシンボル期間の一部分とオーバーラップしていない装置。
［Ｃ４７］　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記信号成分の第１コピー及び第２コ
ピーを含んでいる複数のコピーを受け取り、前記信号成分の前記第１コピーの選択された
部分と前記信号成分の前記第２コピーの相当する部分とを組み合わせ、かつ、前記送信シ
ンボル内に送られた前記データを回復するために前記信号成分の前記第１及び第２コピー
の少なくとも前記組み合わされた部分を処理するように構成されている、Ｃ４６の装置。
［Ｃ４８］　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記シンボル期間の前記部分で干渉を
観測している前記受信機を示す情報を送るように構成されている、Ｃ４６の装置。
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［Ｃ４９］　前記少なくとも１個のプロセッサは、前記信号成分の少なくとも２個のコピ
ーを含んでいる前記送信シンボルを示すシグナリングを受け取るように構成されている、
Ｃ４６の装置。
［Ｃ５０］　コンピュータ可読記憶媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって
、前記コンピュータ可読記憶媒体は、
　少なくとも１個のプロセッサに信号成分の少なくとも２個のコピーを含んでいる送信シ
ンボルの信号成分の少なくとも１個のコピーを受け取らせるための命令と、
　前記少なくとも１個のプロセッサに前記送信シンボル内に送られたデータを回復するた
めに前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーを処理させるための命令と、を備え、
　前記信号成分の前記少なくとも１個のコピーは受信機が干渉を観測するようにシンボル
期間の一部分とオーバーラップしていないコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ５１］　無線通信に関する方法であって、
　シンボル期間の一部分で干渉を観測している受信機を示す情報を受け取ることと、
　前記全シンボル期間に及ぶ送信シンボルを生成することと、
　前記受信機が干渉を観測するように前記シンボル期間の前記部分に相当する前記送信の
一部分を放棄することと、及び、
　前記受信機に対して前記シンボル期間の残りの部分の前記送信シンボルの残りの部分を
送信すること、を備える方法。
［Ｃ５２］　前記送信シンボルは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、単一キャ
リア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、及び、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）シンボルのうちの１つを含んでいる、Ｃ５１の方法。



(42) JP 2015-43587 A 2015.3.5

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100158805
            弁理士　井関　守三
(74)代理人  100179062
            弁理士　井上　正
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(72)発明者  ピーター・ガール
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  ジュアン・モントジョ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  ワンシ・チェン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  アレクサンダー・ダムンジャノビック
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５



(43) JP 2015-43587 A 2015.3.5

【外国語明細書】
2015043587000001.pdf


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow
	foreign-language-body

